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私
の
作
っ
た
社
訓
の
３
番
目
の
項
目
に
、
「
人
の
せ
い
に
す
る

な

苦
境
は
自
己
を
正
す
こ
と
に
よ
り

必
ず
道
は
開
け
る
」
と

あ
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
の
年
は
社
会
人
に
な
り
丁
度
40
年
の
節

目
と
な
り
ま
す
が
、
22
年
前
に
作
っ
た
も
の
で
す
。
経
営
者
と
な

る
前
に
、
多
く
の
仕
事
の
失
敗
を
繰
り
返
し
、
何
故
上
手
く
い
か

な
い
の
だ
ろ
う
か
と
日
々
悩
み
、
そ
の
大
き
な
原
因
が
、
人
の
せ

い
に
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
で
す
。
建
築
現
場
の
現
場

監
督
は
、
予
算
、
工
程
、
品
質
、
納
期
を
管
理
し
て
会
社
の
利
益

を
向
上
さ
せ
る
の
が
仕
事
で
、
責
任
を
持
た
さ
れ
自
分
が
総
責
任

者
と
な
り
建
築
物
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

そ
の
一
現
場
の
経
営
者
と
い
う
よ
う
な
、
と
て
も
遣
り
甲
斐
の

あ
る
仕
事
で
大
き
な
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
始

め
は
、
先
輩
に
付
き
現
場
で
色
々
な
こ
と
を
学
び
、
や
が
て
小
さ

な
現
場
を
任
さ
れ
、
能
力
が
高
け
れ
ば
現
場
の
規
模
も
ど
ん
ど
ん

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。
大
き
な
現
場
に
成
れ
ば
成
る
程
、
沢
山

の
労
働
者
、
多
く
の
資
材
、
そ
し
て
大
き
な
お
金
が
動
き
ま
す
。

そ
う
す
る
と
自
分
が
偉
く
な
っ
た
と
錯
覚
し
て
、
現
場
で
威
張
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
が
、
駄
目
な
の
で
す
。

現
場
監
督
は
、
自
分
よ
り
年
配
の
労
働
者
も
使
い
ま
す
。
年
配

の
人
か
ら
「
生
意
気
な
こ
の
ペ
イ
ペ
イ
が
」
と
思
わ
れ
た
り
、

「
こ
ん
な
監
督
の
仕
事
は
、
い
い
加
減
に
や
っ
て
し
ま
お
う
」
。

そ
う
い
う
気
持
ち
で
仕
事
が
進
め
ば
、
決
し
て
良
い
建
物
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
人
の
言
動
や
態
度
、
身
な
り
で
魂
が
伝
わ
る
の
で

す
。
自
分
が
一
番
で
な
く
、
相
手
を
思
う
気
持
ち
を
も
っ
て
接
す

れ
ば
、
そ
れ
も
伝
わ
り
良
い
建
物
を
一
緒
に
作
ろ
う
と
な
っ
て
い

く
わ
け
で
す
。
そ
し
て
立
派
な
建
物
が
完
成
し
ま
す
。

目
上
の
人
に
生
意
気
に
み
ら
れ
な
い
た
め
に
は
「
常
に
低
姿
勢

で
、
威
張
ら
な
い
こ
と
」
「
常
に
勉
強
し
て
、
使
う
人
達
以
上
の

知
識
を
持
つ
こ
と
」
「
常
に
仕
事
に
厳
し
く
、
な
あ
な
あ
の
関
係

に
な
ら
な
い
こ
と
」
「
賄
賂
は
絶
対
断
る
こ
と
」
「
日
々
、
何
事

に
も
感
謝
」
「
相
手
へ
の
気
遣
い
」
。
お
互
い
に
心
を
通
じ
合
い

良
い
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

仕
事
が
上
手
く
い
か
な
い
時
に
色
々
考
え
て
み
る
と
、
大
概
は

自
分
に
原
因
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
原

因
を
解
決
す
る
と
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

日
本
人
は
、
全
て
の
物
に
神
が
宿
り
感
謝
す
る
八
百
万
の
神
と
い

う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。

触
れ
合
う
人
々
、
そ
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
物
に
、
日
々
感

謝
の
心
を
持
ち
、
自
ら
を
正
し
て
過
ご
し
て
い
く
こ
と
が
、
物
事

を
進
め
て
い
く
う
え
で
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
あ
り
が
た
い
、
あ
り
が
た
い
」
「
感
謝
、
感
謝
」

ＯＯＰＰＩＩＮＮＩＩＯＯＮＮＳＳ
仕事が上手くいかないとき
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私
の
作
っ
た
社
訓
の
３
番
目
の
項
目
に
、
「
人
の
せ
い
に
す
る

な

苦
境
は
自
己
を
正
す
こ
と
に
よ
り

必
ず
道
は
開
け
る
」
と

あ
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
の
年
は
社
会
人
に
な
り
丁
度
40
年
の
節

目
と
な
り
ま
す
が
、
22
年
前
に
作
っ
た
も
の
で
す
。
経
営
者
と
な

る
前
に
、
多
く
の
仕
事
の
失
敗
を
繰
り
返
し
、
何
故
上
手
く
い
か

な
い
の
だ
ろ
う
か
と
日
々
悩
み
、
そ
の
大
き
な
原
因
が
、
人
の
せ

い
に
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
で
す
。
建
築
現
場
の
現
場

監
督
は
、
予
算
、
工
程
、
品
質
、
納
期
を
管
理
し
て
会
社
の
利
益

を
向
上
さ
せ
る
の
が
仕
事
で
、
責
任
を
持
た
さ
れ
自
分
が
総
責
任

者
と
な
り
建
築
物
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

そ
の
一
現
場
の
経
営
者
と
い
う
よ
う
な
、
と
て
も
遣
り
甲
斐
の

あ
る
仕
事
で
大
き
な
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
始

め
は
、
先
輩
に
付
き
現
場
で
色
々
な
こ
と
を
学
び
、
や
が
て
小
さ

な
現
場
を
任
さ
れ
、
能
力
が
高
け
れ
ば
現
場
の
規
模
も
ど
ん
ど
ん

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。
大
き
な
現
場
に
成
れ
ば
成
る
程
、
沢
山

の
労
働
者
、
多
く
の
資
材
、
そ
し
て
大
き
な
お
金
が
動
き
ま
す
。

そ
う
す
る
と
自
分
が
偉
く
な
っ
た
と
錯
覚
し
て
、
現
場
で
威
張
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
が
、
駄
目
な
の
で
す
。

現
場
監
督
は
、
自
分
よ
り
年
配
の
労
働
者
も
使
い
ま
す
。
年
配

の
人
か
ら
「
生
意
気
な
こ
の
ペ
イ
ペ
イ
が
」
と
思
わ
れ
た
り
、

「
こ
ん
な
監
督
の
仕
事
は
、
い
い
加
減
に
や
っ
て
し
ま
お
う
」
。

そ
う
い
う
気
持
ち
で
仕
事
が
進
め
ば
、
決
し
て
良
い
建
物
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
人
の
言
動
や
態
度
、
身
な
り
で
魂
が
伝
わ
る
の
で

す
。
自
分
が
一
番
で
な
く
、
相
手
を
思
う
気
持
ち
を
も
っ
て
接
す

れ
ば
、
そ
れ
も
伝
わ
り
良
い
建
物
を
一
緒
に
作
ろ
う
と
な
っ
て
い

く
わ
け
で
す
。
そ
し
て
立
派
な
建
物
が
完
成
し
ま
す
。

目
上
の
人
に
生
意
気
に
み
ら
れ
な
い
た
め
に
は
「
常
に
低
姿
勢

で
、
威
張
ら
な
い
こ
と
」
「
常
に
勉
強
し
て
、
使
う
人
達
以
上
の

知
識
を
持
つ
こ
と
」
「
常
に
仕
事
に
厳
し
く
、
な
あ
な
あ
の
関
係

に
な
ら
な
い
こ
と
」
「
賄
賂
は
絶
対
断
る
こ
と
」
「
日
々
、
何
事

に
も
感
謝
」
「
相
手
へ
の
気
遣
い
」
。
お
互
い
に
心
を
通
じ
合
い

良
い
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

仕
事
が
上
手
く
い
か
な
い
時
に
色
々
考
え
て
み
る
と
、
大
概
は

自
分
に
原
因
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
原

因
を
解
決
す
る
と
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

日
本
人
は
、
全
て
の
物
に
神
が
宿
り
感
謝
す
る
八
百
万
の
神
と
い

う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。

触
れ
合
う
人
々
、
そ
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
物
に
、
日
々
感

謝
の
心
を
持
ち
、
自
ら
を
正
し
て
過
ご
し
て
い
く
こ
と
が
、
物
事

を
進
め
て
い
く
う
え
で
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
あ
り
が
た
い
、
あ
り
が
た
い
」
「
感
謝
、
感
謝
」

ＯＯＰＰＩＩＮＮＩＩＯＯＮＮＳＳ
仕事が上手くいかないとき

一般財団法人アーネスト育成財団 理事長 西河洋一

[財団・地方創生研究会]
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西西河河技技術術経経営営塾塾
西河技術経営塾（代々木校）

西
河
技
術
経
営
塾
で
は
、
技
術
経
営
学

を
学
習
し
、
実
務
に
則
し
た
演
習
に
取

組
む
。
塾
で
教
示
す
る
技
術
経
営
学
は

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
技
術
）
を
中
心

に
「
企
業
観
」
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」

「
市
場
創
出
」
「
中
長
期
計
画
」
の
４

つ
の
経
営
課
題
で
構
成
さ
れ
る
。

技
術
の
存
在
を
学
ぶ
こ
と
で
未
来
を

見
据
え
た
戦
略
的
経
営
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
る
。
技
術
経
営
学
は
会
社
の

未
来
を
切
り
開
く
未
来
学
で
あ
る
。
コ

ト
づ
く
り
、
モ
ノ
づ
く
り
を
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
が
支
え
て
い
る
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
経
営
を
支

え
る
具
現
力
で
あ
る
。
企
業
理
念
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
中
長
期
計
画
、
市
場

創
出
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
関
わ

り
合
い
を
持
つ
こ
と
で
機
能
す
る
。

日
本
型
経
営
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対

応
、
中
小
企
業
か
ら
大
企
業
へ
と
成
長
、

も
の
ご
と
を
学
ぶ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
エ
ン
ジ
ニ
リ
ン

グ
・
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
を
併
せ
て
学
ぶ
。

西河技術経営塾（代々木校）９期生、開塾する 経経
営営
者者
のの
育育
成成
にに
取取
りり
組組
むむ

おお金金はは企企業業のの血血液液ででああるる。。節節税税ははせせずず納納税税ををしし、、資資本本をを充充実実。。
おお金金でで企企業業をを日日々々管管理理すするる。。エエンンジジニニアアリリンンググ・・ブブラランンドドのの構構築築。。
経経営営はは未未来来学学ででああるる。。部部下下ととののココミミュュニニケケーーシショョンンをを怠怠ららなないい。。
経経営営理理念念ををつつくくりり、、目目標標、、ココンンセセププトトをを明明示示すするる。。

受受講講生生、、時時計計回回りりでで、、山山中中講講師師・・研研究究生生、、高高橋橋受受講講生生（（９９期期生生））、、淺淺野野講講師師、、小小坂坂講講師師・・研研究究生生。。

営
が
で
き
る
人
財
を
育
成
す
る
機
関
が

日
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
」
と
い
う
問

題
に
気
付
い
た
か
ら
だ
。
日
本
を
元
気

に
す
る
に
は
、
質
の
高
い
経
営
人
財
を

育
成
す
る
こ
と
だ
。

収
益
を
あ
げ
、
雇
用
を
増
や
し
、
税

金
を
沢
山
払
え
る
会
社
に
す
る
。
収
益

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
技
術
経
営
人

財
の
育
成
に
取
組
む
。

12
月
に
開
塾
し
た
渋
谷
区
代
々
木
の

事
務
所
で
開
催
し
て
き
た
西
河
技
術
経

営
塾
は
32
回
開
催
か
ら
24
回
開
催
に
し

て
、
９
期
生
か
ら
大
幅
な
見
直
し
を
し

た
。
沼
田
で
開
催
す
る
西
河
塾
に
対
応

し
、
代
々
木
校
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。

群
馬
県
沼
田
市
で
本
年
３
月
か
ら
開

塾
す
る
予
定
で
あ
る
。
３
期
目
と
な
る

沼
田
校
の
講
義
内
容
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
、
代
々
木
校
と
同
じ
内
容
の
講
座

と
し
て
、
姉
妹
校
と
し
て
活
動
す
る
。

９
期
生
と
共
に
講
師
の
山
中
隆
敏
と

小
坂
哲
平
の
２
名
が
研
究
生
と
し
て
受

講
し
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

小
坂
は
、
講
師
の
小
平
和
一
朗
専
務

理
事
か
ら
「
百
億
円
を
売
上
げ
る
ス
テ

ー
ジ
に
向
け
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
戦
略
」

を
演
習
の
中
で
問
わ
れ
た
。
持
て
る
強

み
を
ど
う
生
か
し
て
、
戦
略
、
戦
術
を

つ
く
り
出
す
の
か
。
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
で
現
状

を
分
析
す
る
だ
け
で
は
、
未
来
を
つ
く

り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
ま
で
の
成
功
体
験
や
知
識
が
邪
魔

を
す
る
。
経
営
目
標
、
市
場
分
析
、
ド

メ
イ
ン
の
定
義
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
保
有
技
術
と
技
術
開
発
テ
ー
マ
な

ど
で
、
新
た
な
目
標
実
現
に
向
け
て
の

再
定
義
が
求
め
ら
れ
る
。

ア
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
わ
れ
る
学
び

技技
術術
経経
営営
学学
をを
講講
義義
すす
るる

財
団
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
「
起

業
が
少
な
い
」
そ
の
た
め
に
は
「
経
営

が
で
き
る
人
財
を
育
成
し
よ
う
」
「
経

経経
営営
者者
をを
育育
成成
すす
るる
財財
団団

代代
々々
木木
校校
とと
沼沼
田田
校校
がが
同同
じじ
講講
座座

学学
びび
直直
しし
、、
研研
究究
生生
のの
課課
題題

「「会会社社のの明明るるいい未未来来をを熱熱くく語語るる」」ここととでで、、
成成長長ををつつくくるるとと語語るる西西河河洋洋一一塾塾長長
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西河技術経営塾（代々木校）

西
河
技
術
経
営
塾
で
は
、
技
術
経
営
学

を
学
習
し
、
実
務
に
則
し
た
演
習
に
取

組
む
。
塾
で
教
示
す
る
技
術
経
営
学
は

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
技
術
）
を
中
心

に
「
企
業
観
」
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」

「
市
場
創
出
」
「
中
長
期
計
画
」
の
４

つ
の
経
営
課
題
で
構
成
さ
れ
る
。

技
術
の
存
在
を
学
ぶ
こ
と
で
未
来
を

見
据
え
た
戦
略
的
経
営
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
る
。
技
術
経
営
学
は
会
社
の

未
来
を
切
り
開
く
未
来
学
で
あ
る
。
コ

ト
づ
く
り
、
モ
ノ
づ
く
り
を
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
が
支
え
て
い
る
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
経
営
を
支

え
る
具
現
力
で
あ
る
。
企
業
理
念
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
中
長
期
計
画
、
市
場

創
出
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
関
わ

り
合
い
を
持
つ
こ
と
で
機
能
す
る
。

日
本
型
経
営
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対

応
、
中
小
企
業
か
ら
大
企
業
へ
と
成
長
、

も
の
ご
と
を
学
ぶ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
エ
ン
ジ
ニ
リ
ン

グ
・
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
を
併
せ
て
学
ぶ
。

西河技術経営塾（代々木校）９期生、開塾する 経経
営営
者者
のの
育育
成成
にに
取取
りり
組組
むむ

おお金金はは企企業業のの血血液液ででああるる。。節節税税ははせせずず納納税税ををしし、、資資本本をを充充実実。。
おお金金でで企企業業をを日日々々管管理理すするる。。エエンンジジニニアアリリンンググ・・ブブラランンドドのの構構築築。。
経経営営はは未未来来学学ででああるる。。部部下下ととののココミミュュニニケケーーシショョンンをを怠怠ららなないい。。
経経営営理理念念ををつつくくりり、、目目標標、、ココンンセセププトトをを明明示示すするる。。

受受講講生生、、時時計計回回りりでで、、山山中中講講師師・・研研究究生生、、高高橋橋受受講講生生（（９９期期生生））、、淺淺野野講講師師、、小小坂坂講講師師・・研研究究生生。。

営
が
で
き
る
人
財
を
育
成
す
る
機
関
が

日
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
」
と
い
う
問

題
に
気
付
い
た
か
ら
だ
。
日
本
を
元
気

に
す
る
に
は
、
質
の
高
い
経
営
人
財
を

育
成
す
る
こ
と
だ
。

収
益
を
あ
げ
、
雇
用
を
増
や
し
、
税

金
を
沢
山
払
え
る
会
社
に
す
る
。
収
益

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
技
術
経
営
人

財
の
育
成
に
取
組
む
。

12
月
に
開
塾
し
た
渋
谷
区
代
々
木
の

事
務
所
で
開
催
し
て
き
た
西
河
技
術
経

営
塾
は
32
回
開
催
か
ら
24
回
開
催
に
し

て
、
９
期
生
か
ら
大
幅
な
見
直
し
を
し

た
。
沼
田
で
開
催
す
る
西
河
塾
に
対
応

し
、
代
々
木
校
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。

群
馬
県
沼
田
市
で
本
年
３
月
か
ら
開

塾
す
る
予
定
で
あ
る
。
３
期
目
と
な
る

沼
田
校
の
講
義
内
容
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
、
代
々
木
校
と
同
じ
内
容
の
講
座

と
し
て
、
姉
妹
校
と
し
て
活
動
す
る
。

９
期
生
と
共
に
講
師
の
山
中
隆
敏
と

小
坂
哲
平
の
２
名
が
研
究
生
と
し
て
受

講
し
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

小
坂
は
、
講
師
の
小
平
和
一
朗
専
務

理
事
か
ら
「
百
億
円
を
売
上
げ
る
ス
テ

ー
ジ
に
向
け
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
戦
略
」
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習
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。
持
て
る
強
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ど
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か
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、
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、
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の
か
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Ｗ
Ｏ
Ｔ
で
現
状
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分
析
す
る
だ
け
で
は
、
未
来
を
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く
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と
は
で
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な
い
。

今
ま
で
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験
や
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が
邪
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を
す
る
。
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目
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市
場
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ド

メ
イ
ン
の
定
義
、
セ
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ョ

ン
、
保
有
技
術
と
技
術
開
発
テ
ー
マ
な

ど
で
、
新
た
な
目
標
実
現
に
向
け
て
の

再
定
義
が
求
め
ら
れ
る
。

ア
ン
ラ
ー
ニ
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グ
と
い
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る
学
び

技技
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経経
営営
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講講
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るる

財
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を
作
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う
と
思
っ
た
の
は
「
起

業
が
少
な
い
」
そ
の
た
め
に
は
「
経
営

が
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き
る
人
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を
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成
し
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う
」
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経
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びび
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のの
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西河技術経営塾（代々木校）

５
期
生
と
し
て
西
河
技
術
経
営
塾
を

修
了
し
て
か
ら
、
３
年
の
月
日
が
経
過

し
ま
し
た
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
西
河
技
術
経
営
塾
（
沼

田
校
）
は
２
期
を
終
え
、
こ
れ
ま
で
に

11
名
の
修
了
生
を
輩
出
し
ま
し
た
。

自
社
の
売
上
も
約
４
倍
に
増
え
、
西

河
技
術
経
営
塾
で
の
学
び
を
も
っ
と
多

く
の
若
手
経
営
者
に
広
め
た
い
と
の
想

い
が
強
く
な
る
と
同
時
に
、
私
自
身
の

経
営
力
も
向
上
さ
せ
た
く
思
い
、
再
び

研
究
生
と
し
て
西
河
技
術
経
営
塾
で
学

ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
役
の
中
小

『『食食肉肉ででおおいいししささ、、楽楽ししささ、、ククリリエエイイトト。。』』

1986年の創立より35年以上、食肉の卸売や加工品
の製造販売を行っております。ここ10年は地元群
馬県産のブランド肉を中心に取り扱い、シェアも
増えております。
地産地消を心がけながらも、地域や職場のニーズ
にあった商品製造や、時代を反映した商品開発で
お客様の食卓に貢献できればと考えております。

株式会社あかぎチキン 代表取締役 髙橋 永一
https://akkagi.com/ TEL:0278-23-1211

中中
小小
企企
業業
のの
ブブ
ララ
ンン
ドド
構構
築築
のの
研研
究究

小小
坂坂
建建
設設
代代
表表
取取
締締
役役
社社
長長

小小
坂坂
哲哲
平平

け
ま
し
た
。
そ
の
影
響
は
当
社
に
も
及

び
大
き
く
売
上
げ
を
減
ら
す
事
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

模
索
し
行
動
す
る
な
か
で
、
西
河
技
術

経
営
塾
の
修
了
生
の
方
か
ら
話
を
聴
い

て
入
塾
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

開
講
式
で
は
、
経
営
は
未
来
学
で
あ

り
、
大
き
な
目
標
を
立
て
な
け
れ
ば
小

さ
な
目
標
す
ら
達
成
で
き
な
い
と
の
言

葉
が
胸
に
残
り
ま
し
た
。
い
か
に
自
分

が
手
元
の
事
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

か
、
本
当
に
経
営
を
行
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
、
そ
ん
な
事
を
考
え
直
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

２
月
を
終
え
て
３
回
ほ
ど
講
義
を
受

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
自
社

の
決
算
書
を
見
て
分
析
し
、
問
題
点
や

改
善
案
を
講
義
に
も
取
り
入
れ
て
く
だ

さ
る
事
に
驚
き
ま
し
た
。
非
常
に
実
践

的
な
塾
で
あ
り
、
す
ぐ
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
が
で
き
る
有
難
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
経
営
塾
を
通
じ
て
、
実
践
的

に
、
多
角
的
に
、
情
熱
を
持
っ
て
経
営

と
向
き
合
い
、
５
年
後
の
売
上
10
倍
を

達
成
出
来
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

父
が
会
社
を
立
ち
上
げ
、
２
代
目
の

代
表
取
締
役
と
な
っ
て
10
年
以
上
た
ち

ま
す
。
当
初
は
民
事
再
生
を
行
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
会
社
を
何
と
か
残
さ

な
く
て
は
と
い
う
気
持
ち
で
頑
張
っ
て

お
り
ま
し
た
。

民
事
再
生
も
何
と
か
終
わ
り
、
こ
れ

か
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
に
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
発
生
し
、

観
光
業
や
飲
食
業
が
大
き
な
打
撃
を
受

５５
年年
後後
にに
はは
売売
上上
をを
十十
倍倍
にに
すす
るる

ああ
かか
ぎぎ
チチ
キキ
ンン
社社
長長

高高
橋橋
永永
一一

9
期
生
の
抱
負
、
塾
へ
の
期
待

企
業
の
経
営
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
西

河
技
術
経
営
塾
の
講
義
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
若
手
中
小
企
業
経
営
者
に
寄
り

添
っ
た
視
点
で
腹
落
ち
し
や
す
い
も
の

に
な
る
よ
う
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

一
方
で
、
中
小
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
構

築
関
係
の
講
義
を
講
師
と
し
て
担
当
い

た
し
ま
す
。
大
企
業
向
け
の
観
点
か
ら

語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
ブ
ラ
ン
ド
構
築

理
論
で
す
が
、
地
域
の
元
気
な
企
業
は

し
っ
か
り
と
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
取
り
組

ん
で
い
る
た
め
、
む
し
ろ
中
小
企
業
こ

そ
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま

す
。
中
小
企
業
の
経
営
者
が
す
ぐ
に
取

り
入
れ
ら
れ
る
内
容
に
で
き
る
よ
う
、

受
講
す
る
中
で
研
究
し
て
参
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
自
社
が
事

業
撤
退
の
危
機
に
直
面
し
ま
し
た
。
「

コ
ロ
ナ
は
苦
境
で
は
な
く
機
会
と
し
て

捉
え
な
さ
い
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
西

河
塾
で
の
学
び
を
生
か
し
「
人
・
モ
ノ

・
お
金
」
の
経
営
の
３
要
素
視
点
で
改

革
し
、
前
年
比
４
倍
以
上
の
売
上
増
加

が
見
込
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

９
期
で
は
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た

技
術
経
営
学
と
、
自
身
経
営
者
と
し
て

実
践
し
得
ら
れ
た
現
場
感
・
経
験
知
を

す
ぐ
に
自
社
の
経
営
に
生
か
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
経
営
者
に
寄
添
っ
た
講
師

を
目
指
し
ま
す
。

人
を
財
産
と
し
長
期
雇
用
を
前
提
と

し
大
切
に
育
成
す
る
。
長
期
的
視
座
で

経
営
す
る
日
本
型
経
営
を
塾
で
は
教
え

て
い
ま
す
。
「
新
期
市
場
創
出
」
「
グ

ロ
ー
バ
ル
経
営
」
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
の
講
義
を
通

じ
て
、
技
術
と
市
場
を
繋
ぎ
企
業
の
実

態
に
即
し
た
新
期
市
場
創
生
の
実
現
に

向
け
た
支
援
が
出
来
る
よ
う
力
を
注
ぎ

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
、
ロ
シ
ア
へ
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
な
ど
、
世
界
は
政
治
・
経
済

・
市
場
環
境
が
激
変
し
て
い
ま
す
。
地

政
学
リ
ス
ク
、
変
化
へ
の
向
合
い
方
な

ど
、
技
術
経
営
と
し
て
の
研
究
は
多
々

あ
り
ま
す
。
研
究
員
と
し
て
感
度
よ
く

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
組
ん
で
参
り

ま
す
。

講
師
・研
究
生
と
し
て
の
抱
負

直
し
が
必
要
で
あ
る
。
新
し
い
技
術
開

発
、
新
規
の
市
場
開
発
を
明
確
に
し
、

モ
ノ
、
金
を
改
革
す
る
視
点
で
見
直
す

こ
と
で
企
業
は
飛
躍
で
き
る
。

講
師
同
士
で
考
え
方
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
新
た
な
気
付
き
が
研
究
成
果

と
し
て
形
式
知
化
さ
れ
る
。
そ
の
成
果

が
財
団
の
財
産
と
な
る
。
技
術
経
営
研

究
に
終
わ
り
は
な
い
。
（
小
平
講
師
）
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新新
規規
市市
場場
創創
成成
のの
実実
現現
をを
支支
援援

メメ
デデ
ィィ
カカ
ルル
パパ
ーー
フフ
ェェ
クク
トト

代代
表表
取取
締締
役役
社社
長長

山山
中中
隆隆
敏敏山山中中隆隆敏敏 講講師師・・研研究究生生

小小坂坂哲哲平平 講講師師・・研研究究生生

高高橋橋永永一一 ９９期期生生

西西河河技技術術経経営営塾塾
西河技術経営塾（代々木校）

西
河
技
術
経
営
塾
で
は
、
技
術
経
営
学

を
学
習
し
、
実
務
に
則
し
た
演
習
に
取

組
む
。
塾
で
教
示
す
る
技
術
経
営
学
は

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
技
術
）
を
中
心

に
「
企
業
観
」
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」

「
市
場
創
出
」
「
中
長
期
計
画
」
の
４

つ
の
経
営
課
題
で
構
成
さ
れ
る
。

技
術
の
存
在
を
学
ぶ
こ
と
で
未
来
を

見
据
え
た
戦
略
的
経
営
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
る
。
技
術
経
営
学
は
会
社
の

未
来
を
切
り
開
く
未
来
学
で
あ
る
。
コ

ト
づ
く
り
、
モ
ノ
づ
く
り
を
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
が
支
え
て
い
る
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
経
営
を
支

え
る
具
現
力
で
あ
る
。
企
業
理
念
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
中
長
期
計
画
、
市
場

創
出
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
関
わ

り
合
い
を
持
つ
こ
と
で
機
能
す
る
。

日
本
型
経
営
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対

応
、
中
小
企
業
か
ら
大
企
業
へ
と
成
長
、

も
の
ご
と
を
学
ぶ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
エ
ン
ジ
ニ
リ
ン

グ
・
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
を
併
せ
て
学
ぶ
。

西河技術経営塾（代々木校）９期生、開塾する 経経
営営
者者
のの
育育
成成
にに
取取
りり
組組
むむ

おお金金はは企企業業のの血血液液ででああるる。。節節税税ははせせずず納納税税ををしし、、資資本本をを充充実実。。
おお金金でで企企業業をを日日々々管管理理すするる。。エエンンジジニニアアリリンンググ・・ブブラランンドドのの構構築築。。
経経営営はは未未来来学学ででああるる。。部部下下ととののココミミュュニニケケーーシショョンンをを怠怠ららなないい。。
経経営営理理念念ををつつくくりり、、目目標標、、ココンンセセププトトをを明明示示すするる。。

受受講講生生、、時時計計回回りりでで、、山山中中講講師師・・研研究究生生、、高高橋橋受受講講生生（（９９期期生生））、、淺淺野野講講師師、、小小坂坂講講師師・・研研究究生生。。

営
が
で
き
る
人
財
を
育
成
す
る
機
関
が

日
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
」
と
い
う
問

題
に
気
付
い
た
か
ら
だ
。
日
本
を
元
気

に
す
る
に
は
、
質
の
高
い
経
営
人
財
を

育
成
す
る
こ
と
だ
。

収
益
を
あ
げ
、
雇
用
を
増
や
し
、
税

金
を
沢
山
払
え
る
会
社
に
す
る
。
収
益

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
技
術
経
営
人

財
の
育
成
に
取
組
む
。

12
月
に
開
塾
し
た
渋
谷
区
代
々
木
の

事
務
所
で
開
催
し
て
き
た
西
河
技
術
経

営
塾
は
32
回
開
催
か
ら
24
回
開
催
に
し

て
、
９
期
生
か
ら
大
幅
な
見
直
し
を
し

た
。
沼
田
で
開
催
す
る
西
河
塾
に
対
応

し
、
代
々
木
校
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。

群
馬
県
沼
田
市
で
本
年
３
月
か
ら
開

塾
す
る
予
定
で
あ
る
。
３
期
目
と
な
る

沼
田
校
の
講
義
内
容
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
、
代
々
木
校
と
同
じ
内
容
の
講
座

と
し
て
、
姉
妹
校
と
し
て
活
動
す
る
。

９
期
生
と
共
に
講
師
の
山
中
隆
敏
と

小
坂
哲
平
の
２
名
が
研
究
生
と
し
て
受

講
し
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

小
坂
は
、
講
師
の
小
平
和
一
朗
専
務

理
事
か
ら
「
百
億
円
を
売
上
げ
る
ス
テ

ー
ジ
に
向
け
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
戦
略
」

を
演
習
の
中
で
問
わ
れ
た
。
持
て
る
強

み
を
ど
う
生
か
し
て
、
戦
略
、
戦
術
を

つ
く
り
出
す
の
か
。
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
で
現
状

を
分
析
す
る
だ
け
で
は
、
未
来
を
つ
く

り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
ま
で
の
成
功
体
験
や
知
識
が
邪
魔

を
す
る
。
経
営
目
標
、
市
場
分
析
、
ド

メ
イ
ン
の
定
義
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
保
有
技
術
と
技
術
開
発
テ
ー
マ
な

ど
で
、
新
た
な
目
標
実
現
に
向
け
て
の

再
定
義
が
求
め
ら
れ
る
。

ア
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
わ
れ
る
学
び

技技
術術
経経
営営
学学
をを
講講
義義
すす
るる

財
団
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
「
起

業
が
少
な
い
」
そ
の
た
め
に
は
「
経
営

が
で
き
る
人
財
を
育
成
し
よ
う
」
「
経

経経
営営
者者
をを
育育
成成
すす
るる
財財
団団

代代
々々
木木
校校
とと
沼沼
田田
校校
がが
同同
じじ
講講
座座

学学
びび
直直
しし
、、
研研
究究
生生
のの
課課
題題

「「会会社社のの明明るるいい未未来来をを熱熱くく語語るる」」ここととでで、、
成成長長ををつつくくるるとと語語るる西西河河洋洋一一塾塾長長

代代々々木木校校９９期期生生 2022.1～～７７
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西西河河技技術術経経営営塾塾
西河技術経営塾（代々木校）

５
期
生
と
し
て
西
河
技
術
経
営
塾
を

修
了
し
て
か
ら
、
３
年
の
月
日
が
経
過

し
ま
し
た
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
西
河
技
術
経
営
塾
（
沼

田
校
）
は
２
期
を
終
え
、
こ
れ
ま
で
に

11
名
の
修
了
生
を
輩
出
し
ま
し
た
。

自
社
の
売
上
も
約
４
倍
に
増
え
、
西

河
技
術
経
営
塾
で
の
学
び
を
も
っ
と
多

く
の
若
手
経
営
者
に
広
め
た
い
と
の
想

い
が
強
く
な
る
と
同
時
に
、
私
自
身
の

経
営
力
も
向
上
さ
せ
た
く
思
い
、
再
び

研
究
生
と
し
て
西
河
技
術
経
営
塾
で
学

ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
役
の
中
小

『『食食肉肉ででおおいいししささ、、楽楽ししささ、、ククリリエエイイトト。。』』

1986年の創立より35年以上、食肉の卸売や加工品
の製造販売を行っております。ここ10年は地元群
馬県産のブランド肉を中心に取り扱い、シェアも
増えております。
地産地消を心がけながらも、地域や職場のニーズ
にあった商品製造や、時代を反映した商品開発で
お客様の食卓に貢献できればと考えております。

株式会社あかぎチキン 代表取締役 髙橋 永一
https://akkagi.com/ TEL:0278-23-1211

中中
小小
企企
業業
のの
ブブ
ララ
ンン
ドド
構構
築築
のの
研研
究究

小小
坂坂
建建
設設
代代
表表
取取
締締
役役
社社
長長

小小
坂坂
哲哲
平平

け
ま
し
た
。
そ
の
影
響
は
当
社
に
も
及

び
大
き
く
売
上
げ
を
減
ら
す
事
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

模
索
し
行
動
す
る
な
か
で
、
西
河
技
術

経
営
塾
の
修
了
生
の
方
か
ら
話
を
聴
い

て
入
塾
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

開
講
式
で
は
、
経
営
は
未
来
学
で
あ

り
、
大
き
な
目
標
を
立
て
な
け
れ
ば
小

さ
な
目
標
す
ら
達
成
で
き
な
い
と
の
言

葉
が
胸
に
残
り
ま
し
た
。
い
か
に
自
分

が
手
元
の
事
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

か
、
本
当
に
経
営
を
行
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
、
そ
ん
な
事
を
考
え
直
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

２
月
を
終
え
て
３
回
ほ
ど
講
義
を
受

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
自
社

の
決
算
書
を
見
て
分
析
し
、
問
題
点
や

改
善
案
を
講
義
に
も
取
り
入
れ
て
く
だ

さ
る
事
に
驚
き
ま
し
た
。
非
常
に
実
践

的
な
塾
で
あ
り
、
す
ぐ
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
が
で
き
る
有
難
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
経
営
塾
を
通
じ
て
、
実
践
的

に
、
多
角
的
に
、
情
熱
を
持
っ
て
経
営

と
向
き
合
い
、
５
年
後
の
売
上
10
倍
を

達
成
出
来
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

父
が
会
社
を
立
ち
上
げ
、
２
代
目
の

代
表
取
締
役
と
な
っ
て
10
年
以
上
た
ち

ま
す
。
当
初
は
民
事
再
生
を
行
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
会
社
を
何
と
か
残
さ

な
く
て
は
と
い
う
気
持
ち
で
頑
張
っ
て

お
り
ま
し
た
。

民
事
再
生
も
何
と
か
終
わ
り
、
こ
れ

か
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
に
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
発
生
し
、

観
光
業
や
飲
食
業
が
大
き
な
打
撃
を
受

５５
年年
後後
にに
はは
売売
上上
をを
十十
倍倍
にに
すす
るる

ああ
かか
ぎぎ
チチ
キキ
ンン
社社
長長

高高
橋橋
永永
一一

9
期
生
の
抱
負
、
塾
へ
の
期
待

企
業
の
経
営
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
西

河
技
術
経
営
塾
の
講
義
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
若
手
中
小
企
業
経
営
者
に
寄
り

添
っ
た
視
点
で
腹
落
ち
し
や
す
い
も
の

に
な
る
よ
う
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

一
方
で
、
中
小
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
構

築
関
係
の
講
義
を
講
師
と
し
て
担
当
い

た
し
ま
す
。
大
企
業
向
け
の
観
点
か
ら

語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
ブ
ラ
ン
ド
構
築

理
論
で
す
が
、
地
域
の
元
気
な
企
業
は

し
っ
か
り
と
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
取
り
組

ん
で
い
る
た
め
、
む
し
ろ
中
小
企
業
こ

そ
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま

す
。
中
小
企
業
の
経
営
者
が
す
ぐ
に
取

り
入
れ
ら
れ
る
内
容
に
で
き
る
よ
う
、

受
講
す
る
中
で
研
究
し
て
参
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
自
社
が
事

業
撤
退
の
危
機
に
直
面
し
ま
し
た
。
「

コ
ロ
ナ
は
苦
境
で
は
な
く
機
会
と
し
て

捉
え
な
さ
い
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
西

河
塾
で
の
学
び
を
生
か
し
「
人
・
モ
ノ

・
お
金
」
の
経
営
の
３
要
素
視
点
で
改

革
し
、
前
年
比
４
倍
以
上
の
売
上
増
加

が
見
込
め
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

９
期
で
は
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た

技
術
経
営
学
と
、
自
身
経
営
者
と
し
て

実
践
し
得
ら
れ
た
現
場
感
・
経
験
知
を

す
ぐ
に
自
社
の
経
営
に
生
か
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
経
営
者
に
寄
添
っ
た
講
師

を
目
指
し
ま
す
。

人
を
財
産
と
し
長
期
雇
用
を
前
提
と

し
大
切
に
育
成
す
る
。
長
期
的
視
座
で

経
営
す
る
日
本
型
経
営
を
塾
で
は
教
え

て
い
ま
す
。
「
新
期
市
場
創
出
」
「
グ

ロ
ー
バ
ル
経
営
」
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
の
講
義
を
通

じ
て
、
技
術
と
市
場
を
繋
ぎ
企
業
の
実

態
に
即
し
た
新
期
市
場
創
生
の
実
現
に

向
け
た
支
援
が
出
来
る
よ
う
力
を
注
ぎ

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
、
ロ
シ
ア
へ
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
な
ど
、
世
界
は
政
治
・
経
済

・
市
場
環
境
が
激
変
し
て
い
ま
す
。
地

政
学
リ
ス
ク
、
変
化
へ
の
向
合
い
方
な

ど
、
技
術
経
営
と
し
て
の
研
究
は
多
々

あ
り
ま
す
。
研
究
員
と
し
て
感
度
よ
く

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
組
ん
で
参
り

ま
す
。

講
師
・研
究
生
と
し
て
の
抱
負

直
し
が
必
要
で
あ
る
。
新
し
い
技
術
開

発
、
新
規
の
市
場
開
発
を
明
確
に
し
、

モ
ノ
、
金
を
改
革
す
る
視
点
で
見
直
す

こ
と
で
企
業
は
飛
躍
で
き
る
。

講
師
同
士
で
考
え
方
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
新
た
な
気
付
き
が
研
究
成
果

と
し
て
形
式
知
化
さ
れ
る
。
そ
の
成
果

が
財
団
の
財
産
と
な
る
。
技
術
経
営
研

究
に
終
わ
り
は
な
い
。
（
小
平
講
師
）
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令
和
四
年
１
月
31
日
、
第
四
回
目
の
地
方
創
生
研
究
会
を
財
団
内
会

議
室
に
て
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
問
題
も
あ
り
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
て
開
催

し
た
。
今
回
は
、
評
議
員
の
前
田
光
幸
を
講
師
に
招
い
た
。
「
『
丸
亀

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
』
＆
地
方
創
生
論
」
と
題
し
て
地
方
創

生
に
関
す
る
研
究
の
成
果
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

丸
亀
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
を
報
告
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
老
朽
建
物
を
補
修
・
改
造
し
て
従
前
の
機
能
と
は
異
な
る
新
た
な
価

値
・
機
能
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
、
エ
リ
ア
の

生
活
・
し
ご
と
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
活
力
を
生
み
出
す
こ
と

。
合
成
し
て
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」
と
説
明
。
（
注
１
）

地
方
創
生
論
で
は
、
政
府
の
現
在
の
地
方
創
生
策
、
地
方
衰
退
の
一

模
式
図
、
地
方
創
生
・
再
生
策
の
諸
類
型
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

財財団団研研究究活活動動

丸丸
亀亀
のの
リリ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
まま
ちち
づづ
くく
りり

【【
講講
演演
】】
講講
師師
（（
前前
田田
））
目
的
は
地
域

課
題
解
決
の
た
め
に
遊
休
不
動
産
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
従
前
の
活
性
化

策
と
は
全
く
異
な
る
新
た
な
機
能
を
産

み
、
地
域
的
広
が
り
へ
と
拡
充
さ
せ
る

こ
と
。
街
が
単
な
る
流
通
消
費
の
場
で

は
な
く
、
そ
れ
プ
ラ
ス
、
生
産
・
交
流

・
サ
ー
ビ
ス
の
場
に
す
る
。

こ
こ
で
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
は
、
遊
休
不

動
産
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
、
新
し

い
事
業
を
利
用
し
て
始
め
よ
う
と
す
る

人
、
地
域
課
題
を
考
え
る
人
々
、
大
学

な
ど
も
入
る
。
そ
れ
か
ら
当
該
の
市
と

か
町
と
か
の
自
治
体
。
企
画
す
を
担
当

す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
必
要
。
会
社

、
社
団
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
。

まま
ちち
づづ
くく
りり
のの
出出
発発
点点

ど
う
創
生
が
始
ま
る
か
と
い
う
と
、

ま
ず
現
状
を
把
握
す
る
。
考
古
学
の
反

対
の
考
現
学
で
風
俗
や
動
態
な
ど
を
把

握
す
る
。
実
際
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
歩
き

な
が
ら
調
査
す
る
。
今
は
地
域
経
済
分

析
シ
ス
テ
ム
（
注
２
）
が
自
治
体
毎
に

あ
る
の
で
活
用
す
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
同
じ
く
（
１
）
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
準
備
（
２
）
場
の
形
成
（
３
）

計
画
の
策
定
（
４
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂

行
（
５
）
波
及
・
伝
搬
と
進
め
る
。

通
常
民
間
主
体
で
取
り
組
む
が
、
自

治
体
に
地
域
振
興
を
担
当
し
て
い
る
部

局
が
あ
る
の
で
連
携
し
て
取
り
組
む
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画
は
、
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
す
る
。

地地
方方
衰衰
退退
一一
摸摸
式式
・・
交交
通通
体体
系系
のの
変変
容容

海
が
あ
っ
て
、
漁
港
が
あ
り
。
港
が

あ
る
。
漁
港
の
近
く
に
は
川
が
あ
っ
て

水
田
が
あ
っ
て
村
が
あ
る
。
街
に
は
神

社
や
色
々
あ
る
。
鉄
道
の
駅
が
あ
る
。

鉄
道
を
中
心
と
し
た
街
で
あ
る
。
こ
れ

が
日
本
の
平
均
的
な
街
で
あ
る
。
そ
れ

が
地
方
成
長
期
に
ど
の
よ
う
に
変
革
し
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た
の
か
。

駅駅
かか
らら
離離
れれ
たた
ババ
イイ
パパ
スス
にに
大大
型型
店店
舗舗

工
業
地
帯
が
で
き
る
と
同
時
に
車
が

普
及
す
る
。
バ
イ
パ
ス
が
で
き
る
。
バ

イ
パ
ス
沿
い
に
家
が
で
き
、
店
も
で
き

る
。
鉄
道
の
便
が
減
っ
て
い
く
。
益
々

車
社
会
に
な
る
。
漁
村
の
街
に
人
が
い

な
く
な
る
。
周
り
の
村
に
人
も
い
な
く

な
る
。
こ
れ
が
今
の
状
態
で
あ
る
。

バ
イ
パ
ス
沿
い
に
は
モ
ー
ル
が
あ
り

全
国
展
開
の
ス
ー
パ
ー
が
あ
る
。
飲
食

店
が
あ
り
物
販
が
あ
る
。
日
本
の
ど
こ

に
い
っ
て
も
同
じ
風
景
で
あ
る
。
ど
こ

の
街
を
走
っ
て
い
る
の
か
道
路
標
識
が

無
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
全
国
展
開
の

お
店
は
、
収
入
を
本
社
に
送
る
。
株
主

に
分
配
す
る
。
地
方
で
消
費
し
た
キ
ャ

シ
ュ
が
地
元
に
回
ら
な
く
な
る
。
吸
い

取
ら
れ
て
し
ま
う
。

鉄
道
が
あ
っ
た
時
代
に
は
、
街
の
中

心
は
人
で
溢
れ
て
い
た
。
街
の
商
店
は

地
場
で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
は
そ
の
地

域
で
回
っ
て
い
た
の
で
、
発
展
の
余
地

が
あ
っ
た
。

街街
のの
中中
心心
にに
人人
をを
集集
めめ
るる

客
観
的
に
見
る
と
こ
ろ
の
方
向
を
考

え
な
け
れ
ば
駄
目
で
あ
る
。
バ
イ
パ
ス

が
で
き
て
、
安
い
も
の
が
手
に
入
る
と

な
る
と
、
そ
ち
ら
に
移
っ
た
。
再
投
資

さ
れ
な
い
。
日
本
は
30
年
間
ゼ
ロ
成
長

で
あ
っ
た
。
地
方
は
「
吸
い
取
り
紙
効

果
」
で
貧
し
く
な
っ
た
。

現
状
で
は
日
本
が
滅
び
て
し
ま
う
。

鉄
道
復
帰
あ
る
い
は
バ
ス
、
路
面
電
車

を
走
ら
せ
る
。
街
の
中
心
に
人
を
集
め

な
い
と
駄
目
で
あ
る
。

【【
質質
疑疑
応応
答答
】】

司司
会会
（（
小小
平平
））
参
加
者
か
ら
質
問
、
意

見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

意意
見見
（（
石石
井井
博博
臣臣
））
地
方
創
生
問
題
は

日
本
全
国
で
悩
ん
で
い
る
。
人
口
減
少

が
問
題
で
館
山
市
は
30
数
年
で
一
万
人

構構造造変変化化をを正正ししくく認認識識ししてていいなないい地地方方創創生生策策はは不不毛毛
丸丸
亀亀
リリ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
＆＆
地地
方方
創創
生生
論論

財団・地方創生研究会

講講 師師：：前田光幸（評議員、エネルギー＆イノベーション研究所代表）
参参加加者者：：吉池富士夫（座長、芝浦工業大学理事）Zoom、

平田貞代（芝浦工業大学准教授）Zoom、小坂哲平（小坂建設代表取締役）Zoom、

石井唯行（㈱ワンズディー代表取締役）Zoom、
六本木勇治（尾瀬パークホテル企画・営業・広報部長）Zoom
西河洋一理事長、小平和一朗専務理事、淺野昌宏理事（アフリカ協会副理事長）、
山中隆俊理事（㈱メデカルパーフェクト代表取締役社長）
六本木勇治（尾瀬パークホテル企画・営業・広報部長）Zoom

オオブブザザーーババーー：：

石井博臣（㈱ワンズディー地方創生事業部、元沼田市役所経済観光部長）Zoom
欠欠席席者者：：韮塚功（元埼玉県秩父農林振興センター管理部担当部長）

第第
四四
回回
地地
方方
創創
生生
研研
究究
会会
をを
開開
催催
すす
るる

講師の前田光幸評議員

地方創生研究会（2022.01.31）

令
和
四
年
１
月
31
日
、
第
四
回
目
の
地
方
創
生
研
究
会
を
財
団
内
会

議
室
に
て
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
問
題
も
あ
り
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
て
開
催

し
た
。
今
回
は
、
評
議
員
の
前
田
光
幸
を
講
師
に
招
い
た
。
「
『
丸
亀

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
』
＆
地
方
創
生
論
」
と
題
し
て
地
方
創

生
に
関
す
る
研
究
の
成
果
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

丸
亀
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
を
報
告
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
老
朽
建
物
を
補
修
・
改
造
し
て
従
前
の
機
能
と
は
異
な
る
新
た
な

価
値
・
機
能
を
創
り
あ
げ
る
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
、
エ
リ
ア
の
生

活
・
し
ご
と
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
活
力
を
生
み
出
す
。
合
成

し
て
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」
と
説
明
。
（
注
１
）

地
方
創
生
論
で
は
、
政
府
の
現
在
の
地
方
創
生
策
、
地
方
衰
退
の
一

模
式
図
、
地
方
創
生
・
再
生
策
の
諸
類
型
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

財財団団研研究究活活動動

丸丸
亀亀
のの
リリ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
まま
ちち
づづ
くく
りり

【【
講講
演演
】】
講講
師師
（（
前前
田田
））
目
的
は
地
域

課
題
解
決
の
た
め
に
遊
休
不
動
産
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
従
前
の
活
性
化

策
と
は
全
く
異
な
る
新
た
な
機
能
を
産

み
、
地
域
的
広
が
り
へ
と
拡
充
さ
せ
る

こ
と
。
街
が
単
な
る
流
通
消
費
の
場
で

は
な
く
、
そ
れ
プ
ラ
ス
、
生
産
・
交
流

・
サ
ー
ビ
ス
の
場
に
す
る
。

こ
こ
で
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
は
、
遊
休
不

動
産
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
、
新
し

い
事
業
を
利
用
し
て
始
め
よ
う
と
す
る

人
、
地
域
課
題
を
考
え
る
人
々
、
大
学

な
ど
も
入
る
。
そ
れ
か
ら
当
該
の
市
と

か
町
と
か
の
自
治
体
。
企
画
す
を
担
当

す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
必
要
。
会
社

、
社
団
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
。

まま
ちち
づづ
くく
りり
のの
出出
発発
点点

ど
う
創
生
が
始
ま
る
か
と
い
う
と
、

ま
ず
現
状
を
把
握
す
る
。
考
古
学
の
反

対
の
考
現
学
で
風
俗
や
動
態
な
ど
を
把

握
す
る
。
実
際
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
歩
き

な
が
ら
調
査
す
る
。
今
は
地
域
経
済
分

析
シ
ス
テ
ム
（
注
２
）
が
自
治
体
毎
に

あ
る
の
で
活
用
す
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
同
じ
く
（
１
）
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
準
備
（
２
）
場
の
形
成
（
３
）

計
画
の
策
定
（
４
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂

行
（
５
）
波
及
・
伝
搬
と
進
め
る
。

通
常
民
間
主
体
で
取
り
組
む
が
、
自

治
体
に
地
域
振
興
を
担
当
し
て
い
る
部

局
が
あ
る
の
で
連
携
し
て
取
り
組
む
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画
は
、
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
す
る
。

地地
方方
衰衰
退退
一一
摸摸
式式
・・
交交
通通
体体
系系
のの
変変
容容

海
が
あ
っ
て
、
漁
港
が
あ
り
。
港
が

あ
る
。
漁
港
の
近
く
に
は
川
が
あ
っ
て

水
田
が
あ
っ
て
村
が
あ
る
。
街
に
は
神

社
や
色
々
あ
る
。
鉄
道
の
駅
が
あ
る
。

鉄
道
を
中
心
と
し
た
街
で
あ
る
。
こ
れ

が
日
本
の
平
均
的
な
街
で
あ
る
。
そ
れ

が
地
方
成
長
期
に
ど
の
よ
う
に
変
革
し
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た
の
か
。

駅駅
かか
らら
離離
れれ
たた
ババ
イイ
パパ
スス
にに
大大
型型
店店
舗舗

工
業
地
帯
が
で
き
る
と
同
時
に
車
が

普
及
す
る
。
バ
イ
パ
ス
が
で
き
る
。
バ

イ
パ
ス
沿
い
に
家
が
で
き
、
店
も
で
き

る
。
鉄
道
の
便
が
減
っ
て
い
く
。
益
々

車
社
会
に
な
る
。
漁
村
の
街
に
人
が
い

な
く
な
る
。
周
り
の
村
に
人
も
い
な
く

な
る
。
こ
れ
が
今
の
状
態
で
あ
る
。

バ
イ
パ
ス
沿
い
に
は
モ
ー
ル
が
あ
り

全
国
展
開
の
ス
ー
パ
ー
が
あ
る
。
飲
食

店
が
あ
り
物
販
が
あ
る
。
日
本
の
ど
こ

に
い
っ
て
も
同
じ
風
景
で
あ
る
。
ど
こ

の
街
を
走
っ
て
い
る
の
か
道
路
標
識
が

無
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
全
国
展
開
の

お
店
は
、
収
入
を
本
社
に
送
る
。
株
主

に
分
配
す
る
。
地
方
で
消
費
し
た
キ
ャ

シ
ュ
が
地
元
に
回
ら
な
く
な
る
。
吸
い

取
ら
れ
て
し
ま
う
。

鉄
道
が
あ
っ
た
時
代
に
は
、
街
の
中

心
は
人
で
溢
れ
て
い
た
。
街
の
商
店
は

地
場
で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
は
そ
の
地

域
で
回
っ
て
い
た
の
で
、
発
展
の
余
地

が
あ
っ
た
。

街街
のの
中中
心心
にに
人人
をを
集集
めめ
るる

客
観
的
に
見
る
と
こ
ろ
の
方
向
を
考

え
な
け
れ
ば
駄
目
で
あ
る
。
バ
イ
パ
ス

が
で
き
て
、
安
い
も
の
が
手
に
入
る
と

な
る
と
、
そ
ち
ら
に
移
っ
た
。
再
投
資

さ
れ
な
い
。
日
本
は
30
年
間
ゼ
ロ
成
長

で
あ
っ
た
。
地
方
は
「
吸
い
取
り
紙
効

果
」
で
貧
し
く
な
っ
た
。

現
状
で
は
日
本
が
滅
び
て
し
ま
う
。

鉄
道
復
帰
あ
る
い
は
バ
ス
、
路
面
電
車

を
走
ら
せ
る
。
街
の
中
心
に
人
を
集
め

な
い
と
駄
目
で
あ
る
。

【【
質質
疑疑
応応
答答
】】

司司
会会
（（
小小
平平
））
参
加
者
か
ら
質
問
、
意

見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

意意
見見
（（
石石
井井
博博
臣臣
））
地
方
創
生
問
題
は

日
本
全
国
で
悩
ん
で
い
る
。
人
口
減
少

が
問
題
で
館
山
市
は
30
数
年
で
一
万
人

構構造造変変化化をを正正ししくく認認識識ししてていいなないい地地方方創創生生策策はは不不毛毛
丸丸
亀亀
リリ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
＆＆
地地
方方
創創
生生
論論

財団・地方創生研究会

第第
四四
回回
地地
方方
創創
生生
研研
究究
会会
をを
開開
催催
すす
るる

講師の前田光幸評議員

地方創生研究会（2022.01.31）

講講 師師：：前田光幸 評議員（エネルギー＆イノベーション研究所代表）
参参加加者者：：吉池富士夫 座長（芝浦工業大学理事）Zoom、

石井唯行（㈱ワンズディー代表取締役）Zoom、

小坂哲平 評議員（小坂建設㈱代表取締役）Zoom、
平田貞代（芝浦工業大学准教授）Zoom、

六本木勇治（尾瀬パークホテル企画・営業・広報部長）Zoom、
西河洋一 理事長、小平和一朗 専務理事、淺野昌宏 理事（アフリカ協会副理事長）、

山中隆俊 理事（㈱メデカルパーフェクト代表取締役社長）、

オオブブザザーーババーー：：
石井博臣（㈱ワンズディー地方創生事業部、元館山市役所経済観光部長）Zoom

欠欠席席者者：：韮塚功（元埼玉県秩父農林振興センター管理部担当部長）

令
和
四
年
１
月
31
日
、
第
四
回
目
の
地
方
創
生
研
究
会
を
財
団
内
会

議
室
に
て
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
問
題
も
あ
り
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
て
開
催

し
た
。
今
回
は
、
評
議
員
の
前
田
光
幸
を
講
師
に
招
い
た
。
「
『
丸
亀

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
』
＆
地
方
創
生
論
」
と
題
し
て
地
方
創

生
に
関
す
る
研
究
の
成
果
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

丸
亀
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
を
報
告
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
老
朽
建
物
を
補
修
・
改
造
し
て
従
前
の
機
能
と
は
異
な
る
新
た
な
価

値
・
機
能
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
、
エ
リ
ア
の

生
活
・
し
ご
と
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
活
力
を
生
み
出
す
こ
と

。
合
成
し
て
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」
と
説
明
。
（
注
１
）

地
方
創
生
論
で
は
、
政
府
の
現
在
の
地
方
創
生
策
、
地
方
衰
退
の
一

模
式
図
、
地
方
創
生
・
再
生
策
の
諸
類
型
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

財財団団研研究究活活動動

丸丸
亀亀
のの
リリ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
まま
ちち
づづ
くく
りり

【【
講講
演演
】】
講講
師師
（（
前前
田田
））
目
的
は
地
域

課
題
解
決
の
た
め
に
遊
休
不
動
産
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
従
前
の
活
性
化

策
と
は
全
く
異
な
る
新
た
な
機
能
を
産

み
、
地
域
的
広
が
り
へ
と
拡
充
さ
せ
る

こ
と
。
街
が
単
な
る
流
通
消
費
の
場
で

は
な
く
、
そ
れ
プ
ラ
ス
、
生
産
・
交
流

・
サ
ー
ビ
ス
の
場
に
す
る
。

こ
こ
で
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
は
、
遊
休
不

動
産
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
、
新
し

い
事
業
を
利
用
し
て
始
め
よ
う
と
す
る

人
、
地
域
課
題
を
考
え
る
人
々
、
大
学

な
ど
も
入
る
。
そ
れ
か
ら
当
該
の
市
と

か
町
と
か
の
自
治
体
。
企
画
す
を
担
当

す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
必
要
。
会
社

、
社
団
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
。

まま
ちち
づづ
くく
りり
のの
出出
発発
点点

ど
う
創
生
が
始
ま
る
か
と
い
う
と
、

ま
ず
現
状
を
把
握
す
る
。
考
古
学
の
反

対
の
考
現
学
で
風
俗
や
動
態
な
ど
を
把

握
す
る
。
実
際
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
歩
き

な
が
ら
調
査
す
る
。
今
は
地
域
経
済
分

析
シ
ス
テ
ム
（
注
２
）
が
自
治
体
毎
に

あ
る
の
で
活
用
す
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
同
じ
く
（
１
）
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
準
備
（
２
）
場
の
形
成
（
３
）

計
画
の
策
定
（
４
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂

行
（
５
）
波
及
・
伝
搬
と
進
め
る
。

通
常
民
間
主
体
で
取
り
組
む
が
、
自

治
体
に
地
域
振
興
を
担
当
し
て
い
る
部

局
が
あ
る
の
で
連
携
し
て
取
り
組
む
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画
は
、
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
す
る
。

地地
方方
衰衰
退退
一一
摸摸
式式
・・
交交
通通
体体
系系
のの
変変
容容

海
が
あ
っ
て
、
漁
港
が
あ
り
。
港
が

あ
る
。
漁
港
の
近
く
に
は
川
が
あ
っ
て

水
田
が
あ
っ
て
村
が
あ
る
。
街
に
は
神

社
や
色
々
あ
る
。
鉄
道
の
駅
が
あ
る
。

鉄
道
を
中
心
と
し
た
街
で
あ
る
。
こ
れ

が
日
本
の
平
均
的
な
街
で
あ
る
。
そ
れ

が
地
方
成
長
期
に
ど
の
よ
う
に
変
革
し

4 Earnest Vol.10 No.2 February 28.2022

た
の
か
。

駅駅
かか
らら
離離
れれ
たた
ババ
イイ
パパ
スス
にに
大大
型型
店店
舗舗

工
業
地
帯
が
で
き
る
と
同
時
に
車
が

普
及
す
る
。
バ
イ
パ
ス
が
で
き
る
。
バ

イ
パ
ス
沿
い
に
家
が
で
き
、
店
も
で
き

る
。
鉄
道
の
便
が
減
っ
て
い
く
。
益
々

車
社
会
に
な
る
。
漁
村
の
街
に
人
が
い

な
く
な
る
。
周
り
の
村
に
人
も
い
な
く

な
る
。
こ
れ
が
今
の
状
態
で
あ
る
。

バ
イ
パ
ス
沿
い
に
は
モ
ー
ル
が
あ
り

全
国
展
開
の
ス
ー
パ
ー
が
あ
る
。
飲
食

店
が
あ
り
物
販
が
あ
る
。
日
本
の
ど
こ

に
い
っ
て
も
同
じ
風
景
で
あ
る
。
ど
こ

の
街
を
走
っ
て
い
る
の
か
道
路
標
識
が

無
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
全
国
展
開
の

お
店
は
、
収
入
を
本
社
に
送
る
。
株
主

に
分
配
す
る
。
地
方
で
消
費
し
た
キ
ャ

シ
ュ
が
地
元
に
回
ら
な
く
な
る
。
吸
い

取
ら
れ
て
し
ま
う
。

鉄
道
が
あ
っ
た
時
代
に
は
、
街
の
中

心
は
人
で
溢
れ
て
い
た
。
街
の
商
店
は

地
場
で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
は
そ
の
地

域
で
回
っ
て
い
た
の
で
、
発
展
の
余
地

が
あ
っ
た
。

街街
のの
中中
心心
にに
人人
をを
集集
めめ
るる

客
観
的
に
見
る
と
こ
ろ
の
方
向
を
考

え
な
け
れ
ば
駄
目
で
あ
る
。
バ
イ
パ
ス

が
で
き
て
、
安
い
も
の
が
手
に
入
る
と

な
る
と
、
そ
ち
ら
に
移
っ
た
。
再
投
資

さ
れ
な
い
。
日
本
は
30
年
間
ゼ
ロ
成
長

で
あ
っ
た
。
地
方
は
「
吸
い
取
り
紙
効

果
」
で
貧
し
く
な
っ
た
。

現
状
で
は
日
本
が
滅
び
て
し
ま
う
。

鉄
道
復
帰
あ
る
い
は
バ
ス
、
路
面
電
車

を
走
ら
せ
る
。
街
の
中
心
に
人
を
集
め

な
い
と
駄
目
で
あ
る
。

【【
質質
疑疑
応応
答答
】】

司司
会会
（（
小小
平平
））
参
加
者
か
ら
質
問
、
意

見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

意意
見見
（（
石石
井井
博博
臣臣
））
地
方
創
生
問
題
は

日
本
全
国
で
悩
ん
で
い
る
。
人
口
減
少

が
問
題
で
館
山
市
は
30
数
年
で
一
万
人

構構造造変変化化をを正正ししくく認認識識ししてていいなないい地地方方創創生生策策はは不不毛毛
丸丸
亀亀
リリ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
＆＆
地地
方方
創創
生生
論論

財団・地方創生研究会

講講 師師：：前田光幸（評議員、エネルギー＆イノベーション研究所代表）
参参加加者者：：吉池富士夫（座長、芝浦工業大学理事）Zoom、

平田貞代（芝浦工業大学准教授）Zoom、小坂哲平（小坂建設代表取締役）Zoom、

石井唯行（㈱ワンズディー代表取締役）Zoom、
六本木勇治（尾瀬パークホテル企画・営業・広報部長）Zoom
西河洋一理事長、小平和一朗専務理事、淺野昌宏理事（アフリカ協会副理事長）、
山中隆俊理事（㈱メデカルパーフェクト代表取締役社長）
六本木勇治（尾瀬パークホテル企画・営業・広報部長）Zoom

オオブブザザーーババーー：：

石井博臣（㈱ワンズディー地方創生事業部、元沼田市役所経済観光部長）Zoom
欠欠席席者者：：韮塚功（元埼玉県秩父農林振興センター管理部担当部長）

第第
四四
回回
地地
方方
創創
生生
研研
究究
会会
をを
開開
催催
すす
るる

講師の前田光幸評議員

地方創生研究会（2022.01.31）
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減
少
し
て
い
る
。
地
方
の
行
政
に
は
人

や
金
が
無
い
。
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
街

づ
く
り
」
に
館
山
市
も
丸
亀
と
同
じ
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
街
づ
く
り
で
一
番
の
課
題
は
何
か

を
教
え
て
欲
し
い
。

回回
答答
（（
前前
田田
））
課
題
は
、
た
く
さ
ん
あ

る
。
丸
亀
は
人
口
約
10
万
人
。
高
校
ま

で
は
地
元
に
い
る
が
、
大
学
は
大
阪
、

東
京
。
近
く
て
も
高
松
に
行
っ
て
し
ま

う
。
出
て
し
ま
う
と
帰
っ
て
こ
な
い
。

就
職
先
が
、
市
役
所
と
か
官
公
庁
、
銀

行
、
四
国
電
力
な
ど
し
か
働
く
と
こ
ろ

し
か
な
い
。
若
い
人
が
い
な
く
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
一
番
の
課
題
で
あ
る
。

少
し
ず
つ
変
化
も
起
き
て
い
る
。
住

み
や
す
い
か
ら
丸
亀
に
来
る
と
い
う
Ｉ

タ
ー
ン
が
起
き
て
き
た
。
そ
う
い
う
人

た
ち
が
古
い
商
店
街
に
店
を
出
す
。

意意
見見
（（
石石
井井
唯唯
行行
））
４
年
前
か
ら
館
山

も
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
行

政
を
変
え
な
い
と
、
大
胆
な
こ
と
は

地方創生研究会（2022.01.31）
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で
き
な
い
。
館
山
市
で
考
え
る
と
市
長

の
権
限
は
大
き
い
。
特
に
移
住
者
を
中

心
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
て

い
る
の
で
、
行
政
を
変
え
る
取
り
組
み

も
し
て
い
る
。
今
日
の
話
を
参
考
に
し

て
、
地
域
を
変
え
る
取
り
組
み
を
し
た

い
。
移
住
者
と
の
話
で
、
根
本
的
に
変

え
よ
う
と
の
話
も
出
て
い
る
。

意意
見見
（（
六六
本本
木木
））
尾
瀬
は
一
時
期
、
一

大
観
光
地
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
今

ま
で
の
観
光
地
と
は
異
な
る
磨
き
上
げ

が
必
要
で
あ
る
。
人
口
集
中
地
域
の
東

京
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
な
ど
の
人

た
ち
の
地
域
の
一
部
と
し
て
北
関
東
の

山
間
エ
リ
ア
を
考
え
た
い
。
都
会
の
人

と
の
関
係
性
を
捉
え
直
す
。
広
域
的
な

生
活
圏
、
経
済
圏
に
お
け
る
地
域
の
特

徴
を
打
ち
出
し
た
提
案
を
す
る
。

意意
見見
（（
平平
田田
））
総
括
的
な
話
が
勉
強
に

な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
が
２
年
続
き
、
色
々

な
研
究
が
ス
ト
ッ
プ
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
地
方
創
生
の
実

践
的
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
ど
こ
も
共

通
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
と

デ
ジ
タ
ル
の
力
で
、
地
域
創
生
が
進
ん

だ
。
そ
の
延
長
線
上
の
研
究
を
し
て
い

る
の
で
、
後
日
報
告
し
先
生
方
の
ご
意

見
を
伺
い
た
い
。

座座
長長
（（
吉吉
池池
））
伺
っ
て
感
じ
た
の
は
丸

亀
市
と
館
山
市
と
共
通
点
が
あ
る
。
共

に
市
役
所
に
対
し
て
物
申
す
。
あ
る
い

は
市
役
所
と
共
に
取
り
組
も
う
。
行
政

は
市
役
所
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
市

が
良
い
の
か
。
丸
亀
で
あ
れ
ば
隣
の
坂

出
市
、
館
山
で
あ
れ
ば
南
房
総
市
と
の

コ
ラ
ボ
は
で
き
な
い
か
。
あ
る
い
は
県

を
動
か
し
て
や
っ
た
方
が
早
く
で
き
る

の
で
は
無
い
か
等
。
館
山
も
丸
亀
も
バ

イ
パ
ス
が
あ
っ
て
、
全
国
で
違
う
と
こ

ろ
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
共
通
点
は
あ

る
。
今
日
は
長
時
間
に
渡
っ
て
議
論
し

て
頂
き
大
変
有
意
義
な
会
で
あ
っ
た
。

財団・地方創生研究会

特
別
寄
稿

第
８
回

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
生
活
様
式
が
い
ろ

い
ろ
と
変
容
し
た
。

学
会
や
各
種
団
体
な
と
の
会
議
や

研
修
が
遠
隔
で
実
施
さ
れ
、
テ
レ
ビ

会
議
形
式
の
会
合
に
も
２
年
も
経
つ

と
慣
れ
て
き
た
。
新
た
な
効
率
化
が

推
進
さ
れ
た
。
そ
の
価
値
を
体
感
し

て
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
脅
威
で
も
な
け
れ
ば
、

長
所
短
所
の
議
論
が
先
行
し
て
、
日

本
で
は
こ
れ
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
に
合
意

形
成
が
で
き
ず
に
、
普
及
す
る
こ
と

は
無
か
っ
た
と
思
う
。

在
宅
で
テ
レ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
日
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
推

進
さ
れ
た
。
色
々
な
問
題
が
生
じ
た

が
一
つ
ひ
と
つ
改
善
さ
れ
て
き
た
。

日
本
人
は
「
尻
に
火
を
付
け
る
と
早

い
」
と
言
わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
を
契
機

に
後
進
国
日
本
の
Ｄ
Ｘ
が
急
速
に
推

進
さ
れ
た
。

確
定
申
告
に
取
り
組
ん
だ
。
「
国

税
庁
確
定
申
告
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の

ソ
フ
ト
は
良
く
で
き
て
い
て
、
理
解

す
る
こ
と
が
難
し
い
選
択
肢
を
質
問

に
答
え
る
だ
け
で
入
力
で
き
る
。
今

年
で
３
年
目
に
な
る
が
、
素
早
く
作

成
で
き
る
。
残
念
な
の
は
、
そ
の
ま

ま
で
の
提
出
が
で
き
な
い
こ
と
だ
。

新
た
な
申
請
や
機
器
の
購
入
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
紙
に
打

ち
出
し
提
出
を
し
て
き
た
が
、
今
年

か
ら
は
押
印
が
省
略
さ
れ
た
。
デ
ジ

タ
ル
対
応
が
進
む
。

電
子
帳
簿
保
存
法
が
令
和
４
年
１

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
。
今
ま
で
元

帳
な
ど
の
帳
簿
書
類
は
、
紙
で
の
保

存
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。
中
小

企
業
を
は
じ
め
会
計
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
会
計
帳
簿
を
作
成
し
て
い
た
。
そ

の
帳
簿
を
紙
に
打
ち
出
さ
な
く
て
も

良
く
な
っ
た
。
逆
に
電
磁
的
記
録
（

電
子
デ
ー
タ
）
の
ま
ま
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
更
に
電
子

デ
ー
タ
で
受
け
取
っ
た
請
求
書
の
保

存
は
、
紙
に
打
ち
出
し
て
も
良
い
が

電
子
デ
ー
タ
の
保
存
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。

請
求
書
の
電
子
化
が
徐
々
に
進
ん

で
い
る
。
多
く
は
な
い
が
、
学
会
か

ら
の
会
費
請
求
や
コ
ピ
ー
機
の
消
耗

品
の
支
払
請
求
な
ど
電
子
メ
ー
ル
に

添
付
な
ど
し
て
通
知
さ
れ
る
。
電
子

デ
ー
タ
で
請
求
書
を
受
領
し
て
、
そ

れ
を
紙
に
打
ち
出
し
て
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ

か
ら
振
り
込
ん
で
い
る
。

２
年
間
の
猶
予
期
間
が
あ
る
と
は

い
え
請
求
書
の
電
子
デ
ー
タ
で
の
保

管
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
財
団
は
４

月
か
ら
紙
と
併
用
し
て
電
子
デ
ー
タ

を
保
管
す
る
こ
と
に
し
た
。
エ
ク
セ

ル
で
管
理
簿
を
作
成
し
、
財
団
内
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
本
体
メ
モ
リ
へ
の

保
存
と
ク
ラ
ウ
ト
契
約
し
て
い
る
サ

ー
バ
ー
に
フ
ァ
イ
ル
を
保
存
す
る
こ

と
で
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
と
る

こ
と
と
し
た
。

（
小
平
和
一
朗
専
務
理
事
）

尻尻にに火火ををつつけけらられれるるとと変変革革すするる日日本本

デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
む

ZZoooommでで参参加加すするる研研究究会会メメンンババーー各各位位

ココ
ロロ
ナナ
がが
ＤＤ
ＸＸ
をを
推推
進進
しし
たた

質質
問問
形形
式式
でで
申申
告告
書書
をを
作作
成成
でで
きき
るる

電電
子子
請請
求求
でで
業業
務務
効効
率率
がが
向向
上上

国国
税税
庁庁
がが
らら
みみ
でで
ＤＤ
ＸＸ
がが
進進
むむ

（注１）清水義次（2014）『リノベーションまちづくり』学芸出版社
（注２）地域経済分析システム（RESAS：Regional Economy & Society Analyzing System）

令
和
四
年
１
月
31
日
、
第
四
回
目
の
地
方
創
生
研
究
会
を
財
団
内
会

議
室
に
て
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
問
題
も
あ
り
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
て
開
催

し
た
。
今
回
は
、
評
議
員
の
前
田
光
幸
を
講
師
に
招
い
た
。
「
『
丸
亀

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
』
＆
地
方
創
生
論
」
と
題
し
て
地
方
創

生
に
関
す
る
研
究
の
成
果
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

丸
亀
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
を
報
告
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
老
朽
建
物
を
補
修
・
改
造
し
て
従
前
の
機
能
と
は
異
な
る
新
た
な
価

値
・
機
能
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
、
エ
リ
ア
の

生
活
・
し
ご
と
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
活
力
を
生
み
出
す
こ
と

。
合
成
し
て
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」
と
説
明
。
（
注
１
）

地
方
創
生
論
で
は
、
政
府
の
現
在
の
地
方
創
生
策
、
地
方
衰
退
の
一

模
式
図
、
地
方
創
生
・
再
生
策
の
諸
類
型
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

財財団団研研究究活活動動

丸丸
亀亀
のの
リリ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
まま
ちち
づづ
くく
りり

【【
講講
演演
】】
講講
師師
（（
前前
田田
））
目
的
は
地
域

課
題
解
決
の
た
め
に
遊
休
不
動
産
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
従
前
の
活
性
化

策
と
は
全
く
異
な
る
新
た
な
機
能
を
産

み
、
地
域
的
広
が
り
へ
と
拡
充
さ
せ
る

こ
と
。
街
が
単
な
る
流
通
消
費
の
場
で

は
な
く
、
そ
れ
プ
ラ
ス
、
生
産
・
交
流

・
サ
ー
ビ
ス
の
場
に
す
る
。

こ
こ
で
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
は
、
遊
休
不

動
産
を
持
っ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
、
新
し

い
事
業
を
利
用
し
て
始
め
よ
う
と
す
る

人
、
地
域
課
題
を
考
え
る
人
々
、
大
学

な
ど
も
入
る
。
そ
れ
か
ら
当
該
の
市
と

か
町
と
か
の
自
治
体
。
企
画
す
を
担
当

す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
必
要
。
会
社

、
社
団
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
。

まま
ちち
づづ
くく
りり
のの
出出
発発
点点

ど
う
創
生
が
始
ま
る
か
と
い
う
と
、

ま
ず
現
状
を
把
握
す
る
。
考
古
学
の
反

対
の
考
現
学
で
風
俗
や
動
態
な
ど
を
把

握
す
る
。
実
際
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
歩
き

な
が
ら
調
査
す
る
。
今
は
地
域
経
済
分

析
シ
ス
テ
ム
（
注
２
）
が
自
治
体
毎
に

あ
る
の
で
活
用
す
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
同
じ
く
（
１
）
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
準
備
（
２
）
場
の
形
成
（
３
）

計
画
の
策
定
（
４
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂

行
（
５
）
波
及
・
伝
搬
と
進
め
る
。

通
常
民
間
主
体
で
取
り
組
む
が
、
自

治
体
に
地
域
振
興
を
担
当
し
て
い
る
部

局
が
あ
る
の
で
連
携
し
て
取
り
組
む
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画
は
、
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
す
る
。

地地
方方
衰衰
退退
一一
摸摸
式式
・・
交交
通通
体体
系系
のの
変変
容容

海
が
あ
っ
て
、
漁
港
が
あ
り
。
港
が

あ
る
。
漁
港
の
近
く
に
は
川
が
あ
っ
て

水
田
が
あ
っ
て
村
が
あ
る
。
街
に
は
神

社
や
色
々
あ
る
。
鉄
道
の
駅
が
あ
る
。

鉄
道
を
中
心
と
し
た
街
で
あ
る
。
こ
れ

が
日
本
の
平
均
的
な
街
で
あ
る
。
そ
れ

が
地
方
成
長
期
に
ど
の
よ
う
に
変
革
し
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た
の
か
。

駅駅
かか
らら
離離
れれ
たた
ババ
イイ
パパ
スス
にに
大大
型型
店店
舗舗

工
業
地
帯
が
で
き
る
と
同
時
に
車
が

普
及
す
る
。
バ
イ
パ
ス
が
で
き
る
。
バ

イ
パ
ス
沿
い
に
家
が
で
き
、
店
も
で
き

る
。
鉄
道
の
便
が
減
っ
て
い
く
。
益
々

車
社
会
に
な
る
。
漁
村
の
街
に
人
が
い

な
く
な
る
。
周
り
の
村
に
人
も
い
な
く

な
る
。
こ
れ
が
今
の
状
態
で
あ
る
。

バ
イ
パ
ス
沿
い
に
は
モ
ー
ル
が
あ
り

全
国
展
開
の
ス
ー
パ
ー
が
あ
る
。
飲
食

店
が
あ
り
物
販
が
あ
る
。
日
本
の
ど
こ

に
い
っ
て
も
同
じ
風
景
で
あ
る
。
ど
こ

の
街
を
走
っ
て
い
る
の
か
道
路
標
識
が

無
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
全
国
展
開
の

お
店
は
、
収
入
を
本
社
に
送
る
。
株
主

に
分
配
す
る
。
地
方
で
消
費
し
た
キ
ャ

シ
ュ
が
地
元
に
回
ら
な
く
な
る
。
吸
い

取
ら
れ
て
し
ま
う
。

鉄
道
が
あ
っ
た
時
代
に
は
、
街
の
中

心
は
人
で
溢
れ
て
い
た
。
街
の
商
店
は

地
場
で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
は
そ
の
地

域
で
回
っ
て
い
た
の
で
、
発
展
の
余
地

が
あ
っ
た
。

街街
のの
中中
心心
にに
人人
をを
集集
めめ
るる

客
観
的
に
見
る
と
こ
ろ
の
方
向
を
考

え
な
け
れ
ば
駄
目
で
あ
る
。
バ
イ
パ
ス

が
で
き
て
、
安
い
も
の
が
手
に
入
る
と

な
る
と
、
そ
ち
ら
に
移
っ
た
。
再
投
資

さ
れ
な
い
。
日
本
は
30
年
間
ゼ
ロ
成
長

で
あ
っ
た
。
地
方
は
「
吸
い
取
り
紙
効

果
」
で
貧
し
く
な
っ
た
。

現
状
で
は
日
本
が
滅
び
て
し
ま
う
。

鉄
道
復
帰
あ
る
い
は
バ
ス
、
路
面
電
車

を
走
ら
せ
る
。
街
の
中
心
に
人
を
集
め

な
い
と
駄
目
で
あ
る
。

【【
質質
疑疑
応応
答答
】】

司司
会会
（（
小小
平平
））
参
加
者
か
ら
質
問
、
意

見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

意意
見見
（（
石石
井井
博博
臣臣
））
地
方
創
生
問
題
は

日
本
全
国
で
悩
ん
で
い
る
。
人
口
減
少

が
問
題
で
館
山
市
は
30
数
年
で
一
万
人

構構造造変変化化をを正正ししくく認認識識ししてていいなないい地地方方創創生生策策はは不不毛毛
丸丸
亀亀
リリ
ノノ
ベベ
ーー
シシ
ョョ
ンン
＆＆
地地
方方
創創
生生
論論

財団・地方創生研究会

講講 師師：：前田光幸（評議員、エネルギー＆イノベーション研究所代表）
参参加加者者：：吉池富士夫（座長、芝浦工業大学理事）Zoom、

平田貞代（芝浦工業大学准教授）Zoom、小坂哲平（小坂建設代表取締役）Zoom、

石井唯行（㈱ワンズディー代表取締役）Zoom、
六本木勇治（尾瀬パークホテル企画・営業・広報部長）Zoom
西河洋一理事長、小平和一朗専務理事、淺野昌宏理事（アフリカ協会副理事長）、
山中隆俊理事（㈱メデカルパーフェクト代表取締役社長）
六本木勇治（尾瀬パークホテル企画・営業・広報部長）Zoom

オオブブザザーーババーー：：

石井博臣（㈱ワンズディー地方創生事業部、元沼田市役所経済観光部長）Zoom
欠欠席席者者：：韮塚功（元埼玉県秩父農林振興センター管理部担当部長）

第第
四四
回回
地地
方方
創創
生生
研研
究究
会会
をを
開開
催催
すす
るる

講師の前田光幸評議員

地方創生研究会（2022.01.31）財財団団研研究究活活動動

減
少
し
て
い
る
。
地
方
の
行
政
に
は
人

や
金
が
無
い
。
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
街

づ
く
り
」
に
館
山
市
も
丸
亀
と
同
じ
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
街
づ
く
り
で
一
番
の
課
題
は
何
か

を
教
え
て
欲
し
い
。

回回
答答
（（
前前
田田
））
課
題
は
、
た
く
さ
ん
あ

る
。
丸
亀
は
人
口
約
10
万
人
。
高
校
ま

で
は
地
元
に
い
る
が
、
大
学
は
大
阪
、

東
京
。
近
く
て
も
高
松
に
行
っ
て
し
ま

う
。
出
て
し
ま
う
と
帰
っ
て
こ
な
い
。

就
職
先
が
、
市
役
所
と
か
官
公
庁
、
銀

行
、
四
国
電
力
な
ど
し
か
働
く
と
こ
ろ

し
か
な
い
。
若
い
人
が
い
な
く
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
一
番
の
課
題
で
あ
る
。

少
し
ず
つ
変
化
も
起
き
て
い
る
。
住

み
や
す
い
か
ら
丸
亀
に
来
る
と
い
う
Ｉ

タ
ー
ン
が
起
き
て
き
た
。
そ
う
い
う
人

た
ち
が
古
い
商
店
街
に
店
を
出
す
。

意意
見見
（（
石石
井井
唯唯
行行
））
４
年
前
か
ら
館
山

も
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
行

政
を
変
え
な
い
と
、
大
胆
な
こ
と
は

地方創生研究会（2022.01.31）
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で
き
な
い
。
館
山
市
で
考
え
る
と
市
長

の
権
限
は
大
き
い
。
特
に
移
住
者
を
中

心
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
て

い
る
の
で
、
行
政
を
変
え
る
取
り
組
み

も
し
て
い
る
。
今
日
の
話
を
参
考
に
し

て
、
地
域
を
変
え
る
取
り
組
み
を
し
た

い
。
移
住
者
と
の
話
で
、
根
本
的
に
変

え
よ
う
と
の
話
も
出
て
い
る
。

意意
見見
（（
六六
本本
木木
））
尾
瀬
は
一
時
期
、
一

大
観
光
地
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
今

ま
で
の
観
光
地
と
は
異
な
る
磨
き
上
げ

が
必
要
で
あ
る
。
人
口
集
中
地
域
の
東

京
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
な
ど
の
人

た
ち
の
地
域
の
一
部
と
し
て
北
関
東
の

山
間
エ
リ
ア
を
考
え
た
い
。
都
会
の
人

と
の
関
係
性
を
捉
え
直
す
。
広
域
的
な

生
活
圏
、
経
済
圏
に
お
け
る
地
域
の
特

徴
を
打
ち
出
し
た
提
案
を
す
る
。

意意
見見
（（
平平
田田
））
総
括
的
な
話
が
勉
強
に

な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
が
２
年
続
き
、
色
々

な
研
究
が
ス
ト
ッ
プ
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
地
方
創
生
の
実

践
的
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
ど
こ
も
共

通
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
と

デ
ジ
タ
ル
の
力
で
、
地
域
創
生
が
進
ん

だ
。
そ
の
延
長
線
上
の
研
究
を
し
て
い

る
の
で
、
後
日
報
告
し
先
生
方
の
ご
意

見
を
伺
い
た
い
。

座座
長長
（（
吉吉
池池
））
伺
っ
て
感
じ
た
の
は
丸

亀
市
と
館
山
市
と
共
通
点
が
あ
る
。
共

に
市
役
所
に
対
し
て
物
申
す
。
あ
る
い

は
市
役
所
と
共
に
取
り
組
も
う
。
行
政

は
市
役
所
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
市

が
良
い
の
か
。
丸
亀
で
あ
れ
ば
隣
の
坂

出
市
、
館
山
で
あ
れ
ば
南
房
総
市
と
の

コ
ラ
ボ
は
で
き
な
い
か
。
あ
る
い
は
県

を
動
か
し
て
や
っ
た
方
が
早
く
で
き
る

の
で
は
無
い
か
等
。
館
山
も
丸
亀
も
バ

イ
パ
ス
が
あ
っ
て
、
全
国
で
違
う
と
こ

ろ
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
共
通
点
は
あ

る
。
今
日
は
長
時
間
に
渡
っ
て
議
論
し

て
頂
き
大
変
有
意
義
な
会
で
あ
っ
た
。

財団・地方創生研究会

特
別
寄
稿

第
８
回

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
生
活
様
式
が
い
ろ

い
ろ
と
変
容
し
た
。

学
会
や
各
種
団
体
な
と
の
会
議
や

研
修
が
遠
隔
で
実
施
さ
れ
、
テ
レ
ビ

会
議
形
式
の
会
合
に
も
２
年
も
経
つ

と
慣
れ
て
き
た
。
新
た
な
効
率
化
が

推
進
さ
れ
た
。
そ
の
価
値
を
体
感
し

て
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
脅
威
で
も
な
け
れ
ば
、

長
所
短
所
の
議
論
が
先
行
し
て
、
日

本
で
は
こ
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タ
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と
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（
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事
）
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デ
ジ
タ
ル
化
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急
速
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ZZoooommでで参参加加すするる研研究究会会メメンンババーー各各位位

ココ
ロロ
ナナ
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（注１）清水義次（2014）『リノベーションまちづくり』学芸出版社
（注２）地域経済分析システム（RESAS：Regional Economy & Society Analyzing System）
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第
９
期
事
業
報
告
と
第
10
期
の
事
業

計
画
を
審
議
す
る
定
例
評
議
員
会
を
令

和
３
年
12
月
８
日
（
水
）
午
後
６
時
か

ら
明
治
神
宮
境
内
「
椎
」
の
間
で
開
催

し
た
。
評
議
委
員
会
の
議
長
に
は
互
選

で
吉
久
保
信
一
氏
が
就
任
し
た
。

昨
年
度
の
財
団
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
対
応
で
制
約
を
受
け
た
。
本
年
度
も

コ
ロ
ナ
あ
り
き
で
考
え
る
コ
ロ
ナ
共
生

の
時
代
を
迎
え
る
。
新
た
な
知
の
創
発

が
起
き
る
よ
う
、
人
と
人
と
の
出
会
い

を
大
切
に
す
る
。

世
界
に
目
を
向
け
る
と
中
国
の
動
向

が
気
に
な
る
。
日
本
に
と
っ
て
最
大
の

貿
易
相
手
国
で
あ
る
。
中
国
と
の
交
流

が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が

起
き
る
と
、
日
本
経
済
は
大
打
撃
を
受

け
る
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
中
国
が
米
国
を
抜
く
と
い

う
話
も
あ
る
が
、
中
国
経
済
に
陰
り
が

見
え
て
き
た
。
ま
た
、
香
港
、
台
湾
、

東
南
ア
ジ
ア
、
日
本
に
お
け
る
中
国
の

動
き
を
み
る
と
、
安
閑
と
し
て
は
い
ら

れ
な
い
。
日
本
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
見
直
し
と
、
再
構
築
を
早
急
に

変変
革革
のの
時時
代代
のの
財財
団団
運運
営営

最大課題は、経営人材育成の成果を広く知らしめることである。「西河技術経営塾」ブラン
ド構築に取り組む。メジャーブランドに育て、次期経営者たちに経営の楽しさを伝えたい。

上記写真は、2021年12月８日明治神宮内のフォレストテラス明治神宮内「椎」の間で開催された評議員会の様子である。手前左から横

田監事、淺野理事、小平専務理事（事業報告）、小坂評議員、前田評議員、吉久保評議員（議長）、志手評議員、渋谷評議員、山中理事
。
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け
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で
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。
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は
『
東
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を
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説
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50
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に
は
世
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最
強
国
に
な
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
「
富
国
強
兵
」
の

路
線
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
緊
張
を
い

か
に
和
ら
げ
る
か
が
、
日
本
の
新
た
な

課
題
で
も
あ
る
。

日
本
の
国
力
は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
評

価
す
る
と
先
進
国
と
は
い
え
な
い
。
90

年
代
か
ら
は
じ
ま
る
成
長
停
止
、
ま
さ

に
「
失
わ
れ
た
30
年
」
で
あ
る
。
こ
こ

に
き
て
「
分
配
」
が
政
治
の
論
点
に
な

っ
た
。
企
業
が
成
長
し
社
員
に
給
与
を

分
配
す
る
の
が
筋
で
あ
る
。
政
治
責
任

も
あ
る
が
、
日
本
企
業
の
経
営
者
の
能

力
問
題
と
い
え
る
。

企
業
が
デ
ジ
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化
を
推
進
し
、
事

務
処
理
や
モ
ノ
づ
く
り
の
生
産
性
や
作

業
品
質
の
向
上
に
つ
な
ぐ
に
は
、
並
行

し
て
業
務
改
革
や
組
織
改
革
に
着
手
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ト
ッ
プ
の
理
解

無
く
し
て
、
改
革
は
で
き
な
い
。

日
本
型
の
強
み
を
生
か
し
、
現
場
の

作
業
者
の
理
解
を
得
る
に
は
、
ボ
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構
築
を
早
急
に

変変
革革
のの
時時
代代
のの
財財
団団
運運
営営

最大課題は、経営人材育成の成果を広く知らしめることである。「西河技術経営塾」ブラン
ド構築に取り組む。メジャーブランドに育て、次期経営者たちに経営の楽しさを伝えたい。

上記写真は、2021年12月８日明治神宮内のフォレストテラス明治神宮内「椎」の間で開催された評議員会の様子である。手前左から横

田監事、淺野理事、小平専務理事（事業報告）、小坂評議員、前田評議員、吉久保評議員（議長）、志手評議員、渋谷評議員、山中理事
。
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図図１１ 第第10期期のの役役員員体体制制

行
わ
な
い
と
い
け
な
い
情
勢
で
あ
る
。

中
国
の
習
主
席
は
『
東
昇
西
降
』
を

力
説
し
50
年
に
は
世
界
最
強
国
に
な
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
「
富
国
強
兵
」
の

路
線
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
緊
張
を
い

か
に
和
ら
げ
る
か
が
、
日
本
の
新
た
な

課
題
で
も
あ
る
。

日
本
の
国
力
は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
評

価
す
る
と
先
進
国
と
は
い
え
な
い
。
90

年
代
か
ら
は
じ
ま
る
成
長
停
止
、
ま
さ

に
「
失
わ
れ
た
30
年
」
で
あ
る
。
こ
こ

に
き
て
「
分
配
」
が
政
治
の
論
点
に
な

っ
た
。
企
業
が
成
長
し
社
員
に
給
与
を

分
配
す
る
の
が
筋
で
あ
る
。
政
治
責
任

も
あ
る
が
、
日
本
企
業
の
経
営
者
の
能

力
問
題
と
い
え
る
。

企
業
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
事

務
処
理
や
モ
ノ
づ
く
り
の
生
産
性
や
作

業
品
質
の
向
上
に
つ
な
ぐ
に
は
、
並
行

し
て
業
務
改
革
や
組
織
改
革
に
着
手
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ト
ッ
プ
の
理
解

無
く
し
て
、
改
革
は
で
き
な
い
。

日
本
型
の
強
み
を
生
か
し
、
現
場
の

作
業
者
の
理
解
を
得
る
に
は
、
ボ
ト
ム

第10期（2021年度）
一般財団法人アーネスト育成財団

役役員員体体制制

１１．．理理事事体体制制
西河 洋 一 理事長

小平 和一朗 専務理事
淺野 昌 宏 理事
山中 隆 敏 理事

２２．．評評議議員員体体制制
吉久保 信一 評議員

前田 光 幸 評議員
志手 一 哉 評議員
渋谷 加津美 評議員

小坂 哲 平 評議員

３３．．監監事事
廣田 令 子 監 事

４４．．顧顧問問
吉久保 誠一
平 強

大橋 克 已
柴田 智 宏
杉本 晴 重

企企
業業
がが
成成
長長
しし
富富
をを
分分
配配
すす
るる

日日
本本
型型
のの
強強
みみ
生生
かか
すす
経経
営営

第第
1100
期期
事事
業業
計計
画画
かか
らら
・・
ココ
ロロ
ナナ
共共
生生



西
河
技
術
経
営
塾
実
践
経
営
ス
ク
ー

ル
は
、
第
９
期
の
募
集
ま
で
に
講
座
構

成
お
よ
び
講
師
の
見
直
し
を
し
た
。
今

期
の
塾
運
営
は
、
図
２
に
示
す
運
営
方

針
に
基
づ
い
て
行
う
事
と
し
た
。

科
目
構
成
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

対
応
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
戦
略
、
日
本

型
経
営
、
技
術
経
営
、
も
の
づ
く
り
、

こ
と
づ
く
り
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・

ブ
ラ
ン
ド
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て

講
義
内
容
の
刷
新
に
取
り
組
ん
だ
。

沼
田
は
、
西
河
技
術
経
営
塾
の
簡
易

版
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
経
営
者

が
求
め
る
知
識
に
変
り
わ
な
い
と
の
受

講
生
の
要
望
を
反
映
し
、
代
々
木
校
と

同
一
の
講
座
構
成
と
し
た
。

地
域
創
生
に
寄
与
す
る
中
小
企
業
の

経
営
者
を
育
成
す
る
塾
と
す
る
位
置
づ

け
で
沼
田
市
の
後
援
を
頂
い
て
い
る
。

日
本
型
技
術
経
営
研
究
の
成
果
を
学

ぶ
と
し
て
い
て
、
日
本
の
経
営
者
の
指

導
力
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
や
る
気
を

引
き
出
す
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
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（（株株））リリガガクク 弁弁理理士士 石石塚塚 利利博博

日
鉄
が
ト
ヨ
タ
を
特
許
侵
害
で
提
訴

知知財財戦戦略略５５

更
に
、
自
動
車
メ
ー
カ
は
、
納
入
業

者
に
特
許
保
障
を
要
求
し
、
納
入
業
者

同
士
で
の
解
決
を
強
く
求
め
る
の
が
過

去
の
例
で
あ
っ
た
。
今
後
他
の
納
入
業

者
も
自
動
車
メ
ー
カ
に
納
入
価
格
を
含

め
て
強
く
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ササ
ププ
ララ
イイ
ヤヤ
ーー
とと
共共
存存
共共
栄栄

日
鉄
は
不
退
転
の
決
意
で
ト
ヨ
タ
を

訴
え
た
と
予
想
す
る
。
日
鉄
は
、
Ｅ
Ｖ

モ
ー
タ
に
使
用
さ
れ
る
無
方
向
性
電
磁

鋼
板
の
将
来
の
事
業
拡
大
と
利
益
を
見

込
み
一
千
億
円
規
模
の
投
資
を
す
る
と

公
表
し
て
い
る
。
当
然
交
渉
決
裂
し
た

と
も
予
想
す
る
。
も
し
、
訴
え
な
い
場

合
に
は
、
全
て
の
Ｅ
Ｖ
用
モ
ー
タ
会
社

が
宝
山
鋼
鉄
か
ら
購
入
す
る
と
予
想
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

更
に
新
日
鉄
が
昔
、
立
上
げ
に
協
力

し
た
宝
山
鋼
鉄(

大
地
の
子
の
モ
デ
ル)

は
、
方
向
性
電
磁
鋼
板
の
技
術
を
韓
国

の
ポ
ス
コ
か
ら
不
正
に
入
手
し
た
。

元
々
ポ
ス
コ
は
、
新
日
鉄
か
ら
不
正
に

入
手
し
て
い
た
。
今
回
の
無
方
向
性
電

磁
鋼
板
の
技
術
も
不
正
に
入
手
し
た
可

能
性
も
あ
る
（
注
４
、
５
）

。
知
財
に

係
る
者
と
し
て
、
本
特
許
訴
訟
は
、
大

変
合
理
的
で
画
期
的
と
思
う
。

ま
た
学
生
の
時
に
先
生
に
引
率
さ
れ

名
古
屋
の
会
社
も
訪
問
し
た
。
「
当
社

で
は
看
板
方
式
の
よ
う
な
下
請
け
虐
め

は
し
な
い
」
と
強
く
断
言
し
た
会
社
も

あ
っ
た
。
近
江
商
人
の
三
方
良
し
、
Ｙ

Ｋ
Ｋ
の
吉
田
創
業
社
長
の
「
善
の
循

環
」
を
思
い
出
す
。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と

も
合
理
的
共
存
共
栄
が
大
切
と
思
う
。

顧顧客客をを特特許許侵侵害害でで提提訴訴！！

日日
鉄鉄
がが
トト
ヨヨ
タタ
をを
提提
訴訴

日
鉄
が
、
Ｅ
Ｖ
等
で
使
用
さ
れ
る

モ
ー
タ
用
の
無
方
向
性
電
磁
鋼
板
に
係

る
特
許
権
で
中
国
の
宝
山
鋼
鉄
と
ト
ヨ

タ
に
そ
れ
ぞ
れ
２
百
億
円
の
損
害
賠
償

請
求
、
更
に
ト
ヨ
タ
に
は
宝
山
鋼
鉄
の

電
磁
鋼
板
を
搭
載
し
て
い
る
自
動
車
の

製
造
販
売
の
差
止
仮
処
分
を
東
京
地
裁

に
２
０
２
１
年
10
月
14
日
提
訴
し
た
。

尚
、
提
訴
に
係
る
特
許
は
公
表
さ
れ
て

い
な
い
が
多
数
の
特
許
で
提
訴
と
予
想

さ
れ
る
。

日
鉄
側
は
「
合
理
的
に
判
断
し
た
」
。

ト
ヨ
タ
側
は
「
本
来
、
納
入
業
者
間
で

解
決
す
べ
き
」
「
ト
ッ
プ
同
士
で
話
が

な
か
っ
た
の
は
残
念
」
「
宝
山
鋼
鉄
か

ら
特
許
侵
害
が
無
い
こ
と
を
を
確
認
し

た
」
等
マ
ス
コ
ミ
に
色
々
公
表
さ
れ
た

（
注
３
）
。

提提
訴訴
のの
イイ
ンン
パパ
クク
トト

日
本
の
名
だ
た
る
大
企
業
が
名
だ
た

る
大
企
業
の
顧
客
を
訴
え
た
の
は
、
大

変
な
驚
き
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
ご
存

じ
の
通
り
お
客
様
は
神
様
で
あ
り
、
日

本
企
業
の
顧
客
を
日
本
企
業
が
訴
え
る

の
は
私
が
知
る
限
り
初
め
て
で
あ
る
。

日
本
に
は
一
千
社
以
上
加
盟
し
て
い
る

日
本
知
的
財
産
協
会
が
あ
り
、
企
業
間

の
協
調
的
繋
が
り
が
強
く
日
本
企
業
同

士
の
知
財
の
争
い
は
話
し
合
い
で
解
決

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
、
問

題
が
あ
る
と
思
う
が
、
米
国
企
業
で
は
、

納
入
業
者
同
士
の
係
争
、
訴
訟
を
発
注

時
の
契
約
で
禁
止(

不
争
条
項)

す
る
こ

と
を
強
制
し
て
い
る
会
社
も
あ
る
。

（注３）日鉄、トヨタとの関係悪化を気にせず容赦ない値上げ…訴訟招いたトヨタの自業自得 (biz-journal.jp)（注４）日鉄vs宝山・トヨタ、異

例の提訴に中韓への技術流出の影: 日本経済新聞 (nikkei.com)（注５）玉井克哉東大教授著孤軍奮闘の新日鉄 経済スパイ対策はまだ甘い 米中の

激しい攻防戦 水面下で盗まれる日本WEDGE Infinity(ウェッジ)（media.jp)

西西河河技技術術経経営営塾塾実実践践経経営営ススククーールル
（（９９期期のの塾塾運運営営方方針針））

（１）西河技術経営塾代々木校と沼田校とし、

同一講座構成とする。

（２）「技術経営学は入門経営学である」との

考えで平易に講義する。

（３）中小企業の経営者を対象とした、

講義内容とする。

（４）「技術経営学」を意識した科目名とする。

（５）デジタルトランスフォーメーション

（ＤＸ）の波に乗る。

ア
ッ
プ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
両
輪
で
業

務
改
革
に
取
組
む
の
が
よ
い
。
デ
ジ
タ

ル
化
で
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

組
織
構
成
を
見
直
し
不
要
な
仕
事
を
無

く
す
組
織
改
革
を
伴
う
。

皮
肉
な
こ
と
に
改
革
を
先
導
す
る
人

間
の
仕
事
が
無
く
な
る
の
が
デ
ジ
タ
ル

革
命
で
あ
る
。
無
駄
を
無
く
す
こ
と
で

生
産
性
が
向
上
す
る
。
企
業
ト
ッ
プ
が

変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
営
者
が
取
り
組
む
方
策
は
明
ら
か

で
、
企
業
の
持
て
る
強
み
を
認
識
し
、

強
み
を
磨
き
、
そ
し
て
世
界
を
相
手
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
に
発
展
さ
せ
る
。

技
術
経
営
人
財
の
育
成
が
財
団
の
課

題
で
あ
る
。
10
期
目
と
な
る
事
業
計
画

は
、
次
の
５
年
先
を
考
え
た
長
期
計
画

の
初
年
度
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
新
し

い
体
制
へ
の
移
行
課
題
は
残
る
が
、
一

歩
、
一
歩
変
化
さ
せ
て
い
く
。

以
上
が
、
事
業
計
画
と
し
て
評
議
員

会
に
提
案
さ
れ
た
「
事
業
概
要
」
で
あ

る
。

技技
術術
経経
営営
人人
材材
のの
育育
成成
がが
課課
題題

地地
方方
創創
生生
にに
寄寄
与与
・・
沼沼
田田
市市
後後
援援

事事業業計計画画をを提提案案すするる小小平平専専務務理理事事（（右右））、、隣隣はは淺淺野野理理事事

図図２２ 西西河河技技術術経経営営塾塾（（代代々々木木校校・・沼沼田田校校））のの運運営営方方針針
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技技術術経経営営人人材材のの育育成成でで実実績績ををああげげるる

第
９
期
事
業
報
告
と
第
10
期
の
事
業

計
画
を
審
議
す
る
定
例
評
議
員
会
を
令

和
３
年
12
月
８
日
（
水
）
午
後
６
時
か

ら
明
治
神
宮
境
内
「
椎
」
の
間
で
開
催

し
た
。
評
議
委
員
会
の
議
長
に
は
互
選

で
吉
久
保
信
一
氏
が
就
任
し
た
。

昨
年
度
の
財
団
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
対
応
で
制
約
を
受
け
た
。
本
年
度
も

コ
ロ
ナ
あ
り
き
で
考
え
る
コ
ロ
ナ
共
生

の
時
代
を
迎
え
る
。
新
た
な
知
の
創
発

が
起
き
る
よ
う
、
人
と
人
と
の
出
会
い

を
大
切
に
す
る
。

世
界
に
目
を
向
け
る
と
中
国
の
動
向

が
気
に
な
る
。
日
本
に
と
っ
て
最
大
の

貿
易
相
手
国
で
あ
る
。
中
国
と
の
交
流

が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が

起
き
る
と
、
日
本
経
済
は
大
打
撃
を
受

け
る
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
中
国
が
米
国
を
抜
く
と
い

う
話
も
あ
る
が
、
中
国
経
済
に
陰
り
が

見
え
て
き
た
。
ま
た
、
香
港
、
台
湾
、

東
南
ア
ジ
ア
、
日
本
に
お
け
る
中
国
の

動
き
を
み
る
と
、
安
閑
と
し
て
は
い
ら

れ
な
い
。
日
本
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
見
直
し
と
、
再
構
築
を
早
急
に

変変
革革
のの
時時
代代
のの
財財
団団
運運
営営

最大課題は、経営人材育成の成果を広く知らしめることである。「西河技術経営塾」ブラン
ド構築に取り組む。メジャーブランドに育て、次期経営者たちに経営の楽しさを伝えたい。

上記写真は、2021年12月８日明治神宮内のフォレストテラス明治神宮内「椎」の間で開催された評議員会の様子である。手前左から横

田監事、淺野理事、小平専務理事（事業報告）、小坂評議員、前田評議員、吉久保評議員（議長）、志手評議員、渋谷評議員、山中理事
。
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図図１１ 第第10期期のの役役員員体体制制

行
わ
な
い
と
い
け
な
い
情
勢
で
あ
る
。

中
国
の
習
主
席
は
『
東
昇
西
降
』
を

力
説
し
50
年
に
は
世
界
最
強
国
に
な
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
「
富
国
強
兵
」
の

路
線
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
緊
張
を
い

か
に
和
ら
げ
る
か
が
、
日
本
の
新
た
な

課
題
で
も
あ
る
。

日
本
の
国
力
は
、
世
界
レ
ベ
ル
で
評

価
す
る
と
先
進
国
と
は
い
え
な
い
。
90

年
代
か
ら
は
じ
ま
る
成
長
停
止
、
ま
さ

に
「
失
わ
れ
た
30
年
」
で
あ
る
。
こ
こ

に
き
て
「
分
配
」
が
政
治
の
論
点
に
な

っ
た
。
企
業
が
成
長
し
社
員
に
給
与
を

分
配
す
る
の
が
筋
で
あ
る
。
政
治
責
任

も
あ
る
が
、
日
本
企
業
の
経
営
者
の
能

力
問
題
と
い
え
る
。

企
業
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
事

務
処
理
や
モ
ノ
づ
く
り
の
生
産
性
や
作

業
品
質
の
向
上
に
つ
な
ぐ
に
は
、
並
行

し
て
業
務
改
革
や
組
織
改
革
に
着
手
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ト
ッ
プ
の
理
解

無
く
し
て
、
改
革
は
で
き
な
い
。

日
本
型
の
強
み
を
生
か
し
、
現
場
の

作
業
者
の
理
解
を
得
る
に
は
、
ボ
ト
ム

第10期（2021年度）
一般財団法人アーネスト育成財団

役役員員体体制制

１１．．理理事事体体制制
西河 洋 一 理事長

小平 和一朗 専務理事
淺野 昌 宏 理事
山中 隆 敏 理事

２２．．評評議議員員体体制制
吉久保 信一 評議員

前田 光 幸 評議員
志手 一 哉 評議員
渋谷 加津美 評議員

小坂 哲 平 評議員

３３．．監監事事
廣田 令 子 監 事

４４．．顧顧問問
吉久保 誠一
平 強

大橋 克 已
柴田 智 宏
杉本 晴 重

企企
業業
がが
成成
長長
しし
富富
をを
分分
配配
すす
るる

日日
本本
型型
のの
強強
みみ
生生
かか
すす
経経
営営

第第
1100
期期
事事
業業
計計
画画
かか
らら
・・
ココ
ロロ
ナナ
共共
生生

西
河
技
術
経
営
塾
実
践
経
営
ス
ク
ー

ル
は
、
第
９
期
の
募
集
ま
で
に
講
座
構

成
お
よ
び
講
師
の
見
直
し
を
し
た
。
今

期
の
塾
運
営
は
、
図
２
に
示
す
運
営
方

針
に
基
づ
い
て
行
う
事
と
し
た
。

科
目
構
成
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

対
応
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
戦
略
、
日
本

型
経
営
、
技
術
経
営
、
も
の
づ
く
り
、

こ
と
づ
く
り
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・

ブ
ラ
ン
ド
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て

講
義
内
容
の
刷
新
に
取
り
組
ん
だ
。

沼
田
は
、
西
河
技
術
経
営
塾
の
簡
易

版
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
経
営
者

が
求
め
る
知
識
に
変
り
わ
な
い
と
の
受

講
生
の
要
望
を
反
映
し
、
代
々
木
校
と

同
一
の
講
座
構
成
と
し
た
。

地
域
創
生
に
寄
与
す
る
中
小
企
業
の

経
営
者
を
育
成
す
る
塾
と
す
る
位
置
づ

け
で
沼
田
市
の
後
援
を
頂
い
て
い
る
。

日
本
型
技
術
経
営
研
究
の
成
果
を
学

ぶ
と
し
て
い
て
、
日
本
の
経
営
者
の
指

導
力
は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
や
る
気
を

引
き
出
す
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
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（（株株））リリガガクク 弁弁理理士士 石石塚塚 利利博博

日
鉄
が
ト
ヨ
タ
を
特
許
侵
害
で
提
訴

知知財財戦戦略略５５

更
に
、
自
動
車
メ
ー
カ
は
、
納
入
業

者
に
特
許
保
障
を
要
求
し
、
納
入
業
者

同
士
で
の
解
決
を
強
く
求
め
る
の
が
過

去
の
例
で
あ
っ
た
。
今
後
他
の
納
入
業

者
も
自
動
車
メ
ー
カ
に
納
入
価
格
を
含

め
て
強
く
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ササ
ププ
ララ
イイ
ヤヤ
ーー
とと
共共
存存
共共
栄栄

日
鉄
は
不
退
転
の
決
意
で
ト
ヨ
タ
を

訴
え
た
と
予
想
す
る
。
日
鉄
は
、
Ｅ
Ｖ

モ
ー
タ
に
使
用
さ
れ
る
無
方
向
性
電
磁

鋼
板
の
将
来
の
事
業
拡
大
と
利
益
を
見

込
み
一
千
億
円
規
模
の
投
資
を
す
る
と

公
表
し
て
い
る
。
当
然
交
渉
決
裂
し
た

と
も
予
想
す
る
。
も
し
、
訴
え
な
い
場

合
に
は
、
全
て
の
Ｅ
Ｖ
用
モ
ー
タ
会
社

が
宝
山
鋼
鉄
か
ら
購
入
す
る
と
予
想
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

更
に
新
日
鉄
が
昔
、
立
上
げ
に
協
力

し
た
宝
山
鋼
鉄(

大
地
の
子
の
モ
デ
ル)

は
、
方
向
性
電
磁
鋼
板
の
技
術
を
韓
国

の
ポ
ス
コ
か
ら
不
正
に
入
手
し
た
。

元
々
ポ
ス
コ
は
、
新
日
鉄
か
ら
不
正
に

入
手
し
て
い
た
。
今
回
の
無
方
向
性
電

磁
鋼
板
の
技
術
も
不
正
に
入
手
し
た
可

能
性
も
あ
る
（
注
４
、
５
）

。
知
財
に

係
る
者
と
し
て
、
本
特
許
訴
訟
は
、
大

変
合
理
的
で
画
期
的
と
思
う
。

ま
た
学
生
の
時
に
先
生
に
引
率
さ
れ

名
古
屋
の
会
社
も
訪
問
し
た
。
「
当
社

で
は
看
板
方
式
の
よ
う
な
下
請
け
虐
め

は
し
な
い
」
と
強
く
断
言
し
た
会
社
も

あ
っ
た
。
近
江
商
人
の
三
方
良
し
、
Ｙ

Ｋ
Ｋ
の
吉
田
創
業
社
長
の
「
善
の
循

環
」
を
思
い
出
す
。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と

も
合
理
的
共
存
共
栄
が
大
切
と
思
う
。

顧顧客客をを特特許許侵侵害害でで提提訴訴！！

日日
鉄鉄
がが
トト
ヨヨ
タタ
をを
提提
訴訴

日
鉄
が
、
Ｅ
Ｖ
等
で
使
用
さ
れ
る

モ
ー
タ
用
の
無
方
向
性
電
磁
鋼
板
に
係

る
特
許
権
で
中
国
の
宝
山
鋼
鉄
と
ト
ヨ

タ
に
そ
れ
ぞ
れ
２
百
億
円
の
損
害
賠
償

請
求
、
更
に
ト
ヨ
タ
に
は
宝
山
鋼
鉄
の

電
磁
鋼
板
を
搭
載
し
て
い
る
自
動
車
の

製
造
販
売
の
差
止
仮
処
分
を
東
京
地
裁

に
２
０
２
１
年
10
月
14
日
提
訴
し
た
。

尚
、
提
訴
に
係
る
特
許
は
公
表
さ
れ
て

い
な
い
が
多
数
の
特
許
で
提
訴
と
予
想

さ
れ
る
。

日
鉄
側
は
「
合
理
的
に
判
断
し
た
」
。

ト
ヨ
タ
側
は
「
本
来
、
納
入
業
者
間
で

解
決
す
べ
き
」
「
ト
ッ
プ
同
士
で
話
が

な
か
っ
た
の
は
残
念
」
「
宝
山
鋼
鉄
か

ら
特
許
侵
害
が
無
い
こ
と
を
を
確
認
し

た
」
等
マ
ス
コ
ミ
に
色
々
公
表
さ
れ
た

（
注
３
）
。

提提
訴訴
のの
イイ
ンン
パパ
クク
トト

日
本
の
名
だ
た
る
大
企
業
が
名
だ
た

る
大
企
業
の
顧
客
を
訴
え
た
の
は
、
大

変
な
驚
き
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
ご
存

じ
の
通
り
お
客
様
は
神
様
で
あ
り
、
日

本
企
業
の
顧
客
を
日
本
企
業
が
訴
え
る

の
は
私
が
知
る
限
り
初
め
て
で
あ
る
。

日
本
に
は
一
千
社
以
上
加
盟
し
て
い
る

日
本
知
的
財
産
協
会
が
あ
り
、
企
業
間

の
協
調
的
繋
が
り
が
強
く
日
本
企
業
同

士
の
知
財
の
争
い
は
話
し
合
い
で
解
決

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
、
問

題
が
あ
る
と
思
う
が
、
米
国
企
業
で
は
、

納
入
業
者
同
士
の
係
争
、
訴
訟
を
発
注

時
の
契
約
で
禁
止(

不
争
条
項)
す
る
こ

と
を
強
制
し
て
い
る
会
社
も
あ
る
。

（注３）日鉄、トヨタとの関係悪化を気にせず容赦ない値上げ…訴訟招いたトヨタの自業自得 (biz-journal.jp)（注４）日鉄vs宝山・トヨタ、異

例の提訴に中韓への技術流出の影: 日本経済新聞 (nikkei.com)（注５）玉井克哉東大教授著孤軍奮闘の新日鉄 経済スパイ対策はまだ甘い 米中の

激しい攻防戦 水面下で盗まれる日本WEDGE Infinity(ウェッジ)（media.jp)

西西河河技技術術経経営営塾塾実実践践経経営営ススククーールル
（（９９期期のの塾塾運運営営方方針針））

（１）西河技術経営塾代々木校と沼田校とし、

同一講座構成とする。

（２）「技術経営学は入門経営学である」との

考えで平易に講義する。

（３）中小企業の経営者を対象とした、

講義内容とする。

（４）「技術経営学」を意識した科目名とする。

（５）デジタルトランスフォーメーション

（ＤＸ）の波に乗る。

ア
ッ
プ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
両
輪
で
業

務
改
革
に
取
組
む
の
が
よ
い
。
デ
ジ
タ

ル
化
で
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

組
織
構
成
を
見
直
し
不
要
な
仕
事
を
無

く
す
組
織
改
革
を
伴
う
。

皮
肉
な
こ
と
に
改
革
を
先
導
す
る
人

間
の
仕
事
が
無
く
な
る
の
が
デ
ジ
タ
ル

革
命
で
あ
る
。
無
駄
を
無
く
す
こ
と
で

生
産
性
が
向
上
す
る
。
企
業
ト
ッ
プ
が

変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
営
者
が
取
り
組
む
方
策
は
明
ら
か

で
、
企
業
の
持
て
る
強
み
を
認
識
し
、

強
み
を
磨
き
、
そ
し
て
世
界
を
相
手
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
に
発
展
さ
せ
る
。

技
術
経
営
人
財
の
育
成
が
財
団
の
課

題
で
あ
る
。
10
期
目
と
な
る
事
業
計
画

は
、
次
の
５
年
先
を
考
え
た
長
期
計
画

の
初
年
度
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
新
し

い
体
制
へ
の
移
行
課
題
は
残
る
が
、
一

歩
、
一
歩
変
化
さ
せ
て
い
く
。

以
上
が
、
事
業
計
画
と
し
て
評
議
員

会
に
提
案
さ
れ
た
「
事
業
概
要
」
で
あ

る
。

技技
術術
経経
営営
人人
材材
のの
育育
成成
がが
課課
題題

地地
方方
創創
生生
にに
寄寄
与与
・・
沼沼
田田
市市
後後
援援

事事業業計計画画をを提提案案すするる小小平平専専務務理理事事（（右右））、、隣隣はは淺淺野野理理事事

図図２２ 西西河河技技術術経経営営塾塾（（代代々々木木校校・・沼沼田田校校））のの運運営営方方針針

22002211..1122..88
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連連載載：：アアメメリリカカ経経済済史史にに学学ぶぶ 第第11９９回回 下下斗斗米米 秀秀之之（注６）

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
と
の
闘
い
が
続
く

な
か
で
、
明
る
い
話
題
の
ひ
と
つ
が
、

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
況
で
あ
る
。
昨

年
末
、
日
本
人
の
民
間
人
と
し
て
は

初
め
て
、
実
業
家
の
前
澤
友
作
氏
が

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
滞
在
し
、

地
球
に
帰
還
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
。
人
類
が
長
ら
く
夢
を
み
て
き

た
宇
宙
旅
行
は
、
い
よ
い
よ
現
実
の

も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
？

民
間
企
業
に
よ
る
有
人
宇
宙
飛
行

に
先
便
を
つ
け
た
の
は
、
２
０
２
０

年
５
月
と
11
月
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
ス

ペ
ー
ス
Ｘ
が
、
合
計
６
人
の
宇
宙
飛

行
士
を
ケ
ー
プ
・
カ
ナ
ベ
ラ
ル
か
ら

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
打
ち

上
げ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、

２
０
２
１
年
９
月
に
は
、
ス
ペ
ー
ス

Ｘ
の
フ
ァ
ル
コ
ン
９
ロ
ケ
ッ
ト
が
、

民
間
の
乗
組
員
を
乗
せ
て
宇
宙
へ
と

飛
び
立
っ
た
。
そ
こ
に
は
訓
練
を
う

け
た
宇
宙
飛
行
士
もN

A
SA

の
名
前
も

な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
宇
宙
ビ
ジ

ネ
ス
は
、
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
や

ジ
ェ
フ
・
ベ
ゾ
ス
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
巨
大
民
間
企
業
を
軸
に
進
め

ら
れ
つ
つ
あ
る
。

20
世
紀
半
ば
、
１
９
５
７
年
に
ソ

連
が
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
1
号
を
軌
道
に

の
せ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
各
国

政
府
が
本
格
的
に
宇
宙
開
発
競
争
に

乗
り
出
し
た
。
米
ソ
冷
戦
の
舞
台
は
、

地
球
を
飛
び
越
え
て
宇
宙
に
ま
で
広

が
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
民
間
企

業
に
は
採
算
の
と
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

宇
宙
産
業
は
、
米
国
政
府
が
そ
の
基

盤
を
築
き
、
納
税
者
が
事
業
資
金
を

提
供
す
る
形
で
始
ま
っ
た
。
１
９
５

８
年
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
活
動
を
開
始
す

る
と
、
１
９
６
１
年
に
は
宇
宙
に
始

め
て
ア
メ
リ
カ
人
を
送
り
出
し
、

１
９
６
９
年
に
は
人
類
初
の
月
面
着

陸
を
実
現
さ
せ
、
宇
宙
開
発
を
リ
ー

ド
し
た
。
１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９

８
０
年
代
に
か
け
て
は
、
商
業
通
信
、

偵
察
、
監
視
を
目
的
と
し
た
人
工
衛

星
の
打
ち
上
げ
と
そ
の
運
用
が
中
心

と
な
っ
た
。
１
９
７
４
年
に
全
地
球

測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
の
最
初

の
衛
星
が
軌
道
上
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、

１
９
８
３
年
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
標
準
測

位
サ
ー
ビ
ス
が
一
般
の
人
々
に
無
料

で
提
供
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
無

数
の
企
業
、
技
術
、
ア
プ
リ
の
創
出

へ
と
つ
な
が
っ
た
。
21
世
紀
に
入
る

と
、
米
国
政
府
は
民
間
企
業
と
連
携

し
、
宇
宙
技
術
へ
の
多
額
の
投
資
が

基
盤
と
な
っ
て
、
宇
宙
開
発
は
新
し

い
時
代
を
迎
え
た
。
こ
れ
ら
は
、
天

気
予
報
や
衛
星
放
送
、
ア
プ
リ
を

使
っ
た
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
・
サ
ー
ビ
ス

を
は
じ
め
と
し
た
、
地
球
上
の
さ
ま

ざ
ま
な
経
済
活
動
を
支
え
て
い
る
。

か
つ
て
は
宇
宙
活
動
の
資
金
の
ほ

と
ん
ど
は
、
米
国
政
府
か
ら
提
供
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
が
い
ま
や
、
衛
星

サ
ー
ビ
ス
の
市
場
機
会
を
見
出
し
た

民
間
企
業
が
、
宇
宙
の
商
業
活
動
を

支
え
て
い
る
。
２
０
１
１
年
に
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
が
退
役
す
る
と
、

ス
ペ
ー
ス
Ｘ
社
や
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・

ロ
ー
ン
チ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
社
な
ど

の
民
間
企
業
が
、
民
間
、
商
業
、
そ

し
て
国
家
安
全
保
障
の
宇
宙
シ
ス
テ

ム
の
打
ち
上
げ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
出
来
事
は
、

宇
宙
開
発
に
お
け
る
官
か
ら
民
へ
の

移
行
を
印
象
付
け
た
。
米
国
政
府
は
、

宇
宙
分
野
へ
の
投
資
を
優
先
さ
せ
て
、

民
間
企
業
の
需
要
を
促
進
し
、
官
民

協
力
の
未
来
を
創
る
こ
と
が
、
新
た

な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
宇
宙
で
の
開
発

競
争
を
勝
つ
た
め
の
鍵
と
な
ろ
う
。
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西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
９９
期期
生生

本
年
１
月
末
か
ら
一
名

が
入
塾
し
た
。
二
名
の
講

師
が
研
究
生
と
し
て
入
塾

し
、
再
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
塾
で
学
ぶ
こ
と

で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を

広
く
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
と
反
省
し
て

い
る
。

西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
（（
沼沼
田田
校校
））
３３
期期
生生

３
期
生
か
ら
代
々
木
校
と
同
じ
講
座

構
成
と
し
た
西
河
技
術
経
営
塾
（
沼
田

校
）
は
、
本
年
度
も
沼
田
市
の
後
援
を

得
て
３
月
26
日
に
開
塾
す
る
。

修修
了了
生生
とと
経経
営営
人人
財財
育育
成成
のの
共共
同同
研研
究究

修
了
生
の
植
田
和
真
と
小
平
和
一
朗

専
務
理
事
は
『
中
小
企
業
経
営
者
が
西

河
技
術
経
営
塾
で
学
ぶ
ア
ン
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
経
営
人
財
育
成
の
成
果
を
評
価
す

る
』
と
題
し
共
同
研
究
を
行
っ
た
。
植

田
は
本
年
３
月
に
立
教
大
学
経
営
学
部

を
卒
業
予
定
で
中
小
企
業
経
営
者
の
ア

ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
定
性
的
研
究

を
し
て
、
卒
業
論
文
を
書
い
た
。
植
田

の
論
文
を
参
考
に
、
西
河
技
術
経
営
塾

の
成
果
の
認
識
に
取
り
組
ん
だ
。
３
月

末
に
発
行
さ
れ
る
「
開
発
工
学
（
日
本

開
発
工
学
会
）
」
に
掲
載
さ
れ
る
。

（注６） 明治大学政治経済学部専任講師・博士（経済学）

米
国
、
中
国
、
日
本
、
欧
州

と
大
き
な
変
革
の
中
に
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
て
い
た
が
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
予
測

を
超
え
る
事
態
で
あ
る
。
改
め

て
戦
争
の
怖
さ
、
平
和
で
あ
る

こ
と
の
大
切
さ
や
平
和
を
維
持
す
る
こ

と
の
難
し
さ
を
再
認
識
し
て
い
る
。

人
流
の
流
れ
を
止
め
た
コ
ロ
ナ
が
契

機
と
な
っ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
問
題
を

合
わ
せ
た
国
際
リ
ス
ク
を
想
定
す
る
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
は
終
焉
し
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
国
内
で
閉
じ
た
自
立

型
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
が

急
務
で
あ
る
。
資
源
の
無
い
日
本
は
厳

し
い
状
況
で
あ
る
が
対
策
は
す
る
。

平
和
ボ
ケ
状
態
で
安
閑
と
し
て
は
い

ら
れ
な
い
、
防
衛
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
一
つ
に
半
導
体
製
造
で
世
界

を
牽
引
し
た
産
業
の
米
で
あ
る
半
導
体

の
生
産
体
制
の
再
構
築
だ
。
二
つ
に
食

料
自
給
率
の
改
善
が
あ
る
。
ま
と
も
な

支
援
策
を
国
は
考
え
る
。
三
っ
目
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
防
衛
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
へ
の
移
行
を
含
め
て
検
討
す
る
。
技

術
開
発
も
オ
ー
プ
ン
か
ら
ク
ロ
ー
ズ
な

開
発
体
制
へ
と
移
行
す
る
。
（
小
平
）

新新たたななフフロロンンテティィアア
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Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
と
の
闘
い
が
続
く

な
か
で
、
明
る
い
話
題
の
ひ
と
つ
が
、

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
況
で
あ
る
。
昨

年
末
、
日
本
人
の
民
間
人
と
し
て
は

初
め
て
、
実
業
家
の
前
澤
友
作
氏
が

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
滞
在
し
、

地
球
に
帰
還
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
。
人
類
が
長
ら
く
夢
を
み
て
き

た
宇
宙
旅
行
は
、
い
よ
い
よ
現
実
の

も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
？

民
間
企
業
に
よ
る
有
人
宇
宙
飛
行

に
先
便
を
つ
け
た
の
は
、
２
０
２
０

年
５
月
と
11
月
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
ス

ペ
ー
ス
Ｘ
が
、
合
計
６
人
の
宇
宙
飛

行
士
を
ケ
ー
プ
・
カ
ナ
ベ
ラ
ル
か
ら

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
打
ち

上
げ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、

２
０
２
１
年
９
月
に
は
、
ス
ペ
ー
ス

Ｘ
の
フ
ァ
ル
コ
ン
９
ロ
ケ
ッ
ト
が
、

民
間
の
乗
組
員
を
乗
せ
て
宇
宙
へ
と

飛
び
立
っ
た
。
そ
こ
に
は
訓
練
を
う

け
た
宇
宙
飛
行
士
もN

A
SA

の
名
前
も

な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
宇
宙
ビ
ジ

ネ
ス
は
、
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
や

ジ
ェ
フ
・
ベ
ゾ
ス
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
巨
大
民
間
企
業
を
軸
に
進
め

ら
れ
つ
つ
あ
る
。

20
世
紀
半
ば
、
１
９
５
７
年
に
ソ

連
が
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
1
号
を
軌
道
に

の
せ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
各
国

政
府
が
本
格
的
に
宇
宙
開
発
競
争
に

乗
り
出
し
た
。
米
ソ
冷
戦
の
舞
台
は
、

地
球
を
飛
び
越
え
て
宇
宙
に
ま
で
広

が
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
民
間
企

業
に
は
採
算
の
と
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

宇
宙
産
業
は
、
米
国
政
府
が
そ
の
基

盤
を
築
き
、
納
税
者
が
事
業
資
金
を

提
供
す
る
形
で
始
ま
っ
た
。
１
９
５

８
年
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
活
動
を
開
始
す

る
と
、
１
９
６
１
年
に
は
宇
宙
に
始

め
て
ア
メ
リ
カ
人
を
送
り
出
し
、

１
９
６
９
年
に
は
人
類
初
の
月
面
着

陸
を
実
現
さ
せ
、
宇
宙
開
発
を
リ
ー

ド
し
た
。
１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９

８
０
年
代
に
か
け
て
は
、
商
業
通
信
、

偵
察
、
監
視
を
目
的
と
し
た
人
工
衛

星
の
打
ち
上
げ
と
そ
の
運
用
が
中
心

と
な
っ
た
。
１
９
７
４
年
に
全
地
球

測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
の
最
初

の
衛
星
が
軌
道
上
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、

１
９
８
３
年
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
標
準
測

位
サ
ー
ビ
ス
が
一
般
の
人
々
に
無
料

で
提
供
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
無

数
の
企
業
、
技
術
、
ア
プ
リ
の
創
出

へ
と
つ
な
が
っ
た
。
21
世
紀
に
入
る

と
、
米
国
政
府
は
民
間
企
業
と
連
携

し
、
宇
宙
技
術
へ
の
多
額
の
投
資
が

基
盤
と
な
っ
て
、
宇
宙
開
発
は
新
し

い
時
代
を
迎
え
た
。
こ
れ
ら
は
、
天

気
予
報
や
衛
星
放
送
、
ア
プ
リ
を

使
っ
た
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
・
サ
ー
ビ
ス

を
は
じ
め
と
し
た
、
地
球
上
の
さ
ま

ざ
ま
な
経
済
活
動
を
支
え
て
い
る
。

か
つ
て
は
宇
宙
活
動
の
資
金
の
ほ

と
ん
ど
は
、
米
国
政
府
か
ら
提
供
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
が
い
ま
や
、
衛
星

サ
ー
ビ
ス
の
市
場
機
会
を
見
出
し
た

民
間
企
業
が
、
宇
宙
の
商
業
活
動
を

支
え
て
い
る
。
２
０
１
１
年
に
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
が
退
役
す
る
と
、

ス
ペ
ー
ス
Ｘ
社
や
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・

ロ
ー
ン
チ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
社
な
ど

の
民
間
企
業
が
、
民
間
、
商
業
、
そ

し
て
国
家
安
全
保
障
の
宇
宙
シ
ス
テ

ム
の
打
ち
上
げ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
出
来
事
は
、

宇
宙
開
発
に
お
け
る
官
か
ら
民
へ
の

移
行
を
印
象
付
け
た
。
米
国
政
府
は
、

宇
宙
分
野
へ
の
投
資
を
優
先
さ
せ
て
、

民
間
企
業
の
需
要
を
促
進
し
、
官
民

協
力
の
未
来
を
創
る
こ
と
が
、
新
た

な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
宇
宙
で
の
開
発

競
争
を
勝
つ
た
め
の
鍵
と
な
ろ
う
。
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西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
９９
期期
生生

本
年
１
月
末
か
ら
一
名

が
入
塾
し
た
。
二
名
の
講

師
が
研
究
生
と
し
て
入
塾

し
、
再
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
塾
で
学
ぶ
こ
と

で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を

広
く
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
と
反
省
し
て

い
る
。

西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
（（
沼沼
田田
校校
））
３３
期期
生生

３
期
生
か
ら
代
々
木
校
と
同
じ
講
座

構
成
と
し
た
西
河
技
術
経
営
塾
（
沼
田

校
）
は
、
本
年
度
も
沼
田
市
の
後
援
を

得
て
３
月
26
日
に
開
塾
す
る
。

修修
了了
生生
とと
経経
営営
人人
財財
育育
成成
のの
共共
同同
研研
究究

修
了
生
の
植
田
和
真
と
小
平
和
一
朗

専
務
理
事
は
『
中
小
企
業
経
営
者
が
西

河
技
術
経
営
塾
で
学
ぶ
ア
ン
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
経
営
人
財
育
成
の
成
果
を
評
価
す

る
』
と
題
し
共
同
研
究
を
行
っ
た
。
植

田
は
本
年
３
月
に
立
教
大
学
経
営
学
部

を
卒
業
予
定
で
中
小
企
業
経
営
者
の
ア

ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
定
性
的
研
究

を
し
て
、
卒
業
論
文
を
書
い
た
。
植
田

の
論
文
を
参
考
に
、
西
河
技
術
経
営
塾

の
成
果
の
認
識
に
取
り
組
ん
だ
。
３
月

末
に
発
行
さ
れ
る
「
開
発
工
学
（
日
本

開
発
工
学
会
）
」
に
掲
載
さ
れ
る
。

（注６） 明治大学政治経済学部専任講師・博士（経済学）

米
国
、
中
国
、
日
本
、
欧
州

と
大
き
な
変
革
の
中
に
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
て
い
た
が
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
予
測

を
超
え
る
事
態
で
あ
る
。
改
め

て
戦
争
の
怖
さ
、
平
和
で
あ
る

こ
と
の
大
切
さ
や
平
和
を
維
持
す
る
こ

と
の
難
し
さ
を
再
認
識
し
て
い
る
。

人
流
の
流
れ
を
止
め
た
コ
ロ
ナ
が
契

機
と
な
っ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
問
題
を

合
わ
せ
た
国
際
リ
ス
ク
を
想
定
す
る
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
は
終
焉
し
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
国
内
で
閉
じ
た
自
立

型
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
が

急
務
で
あ
る
。
資
源
の
無
い
日
本
は
厳

し
い
状
況
で
あ
る
が
対
策
は
す
る
。

平
和
ボ
ケ
状
態
で
安
閑
と
し
て
は
い

ら
れ
な
い
、
防
衛
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
一
つ
に
半
導
体
製
造
で
世
界

を
牽
引
し
た
産
業
の
米
で
あ
る
半
導
体

の
生
産
体
制
の
再
構
築
だ
。
二
つ
に
食

料
自
給
率
の
改
善
が
あ
る
。
ま
と
も
な

支
援
策
を
国
は
考
え
る
。
三
っ
目
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
防
衛
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
へ
の
移
行
を
含
め
て
検
討
す
る
。
技

術
開
発
も
オ
ー
プ
ン
か
ら
ク
ロ
ー
ズ
な

開
発
体
制
へ
と
移
行
す
る
。
（
小
平
）

新新たたななフフロロンンテティィアア


